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概　要
　日本近代文学館および ほるぷ /ほるぷ出版（初代は 1999 年に倒産）は，共同事

業として，あるいは双方で独自の企画を打ち出しながら，1968 ～ 92 年の四半世紀

に近代文学 185 作家の初版本を約 480 点複刻していた．すべての面で原本に忠実な

高規格の複製本を制作すべく当時の技術が駆使されて，眼も眩むような価格で販売

された．それでも，ほとんどのタイトルが大量に売り捌かれてきたせいか，今日の

古書市場で驚くほど安価に入手できるものが多い．であればこそ，複製された初版

本にペーパー・ナイフを通しながら日本文学の名品に親しんでみよう，といった読

書生活があってもよいのではなかろうか．本稿ではそうした粋興を，筆者なりに関

連情報を取りまとめながら，提案してみたい．

なぜ初版本の複製なのか

　現役の教授であった頃には英文学の資料を読むのに手一杯であった筆者も，

引退したのを好機として，書名で知るばかりであった日本近代文学を，興に任

せて読み散らしてみることにした．せっかく日本人に生まれながら，これだけ
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の文化的遺産と縁の無いまま一生を終えてしまうのに，どうも未練が残りそう

だったからである．いまからでも間に合うかもしれない．だからといって，ち

まちました文庫本や，平板なタブレット端末は願い下げにしたい．どうせ読む

なら，風趣溢れる書物を撫で回しながら，先を急がぬ読書に酔い痴れたい．と

まァ，こんな調子で息巻いている．年金生活者の分際でありながら，注文が何

かとうるさいのである．

　つまり，どうせなら作家の息づかいをスグ近くに感じながら日本文学の三昧

境に游べないものであろうか，と妄想するのである．それは作品の肉筆原稿を

めくることであったり，作家の手沢本を抱え込むような読書であったりもしよ

うが，経済的事情がその遂行を許さない．それならば，初版本をひもとくとい

うのはどうであろうか．出久根達郎（2007）の言を借りるならば，初版本は「そ

の本が世に生まれた時の姿，筆者がその目で確かめ，手に取って喜び愛
いと

しんだ

に違いない，その姿をそっくりそのまま見て触れて愛しむことができる喜び」

（p. 20）を与えてくれることになっている．ならば，初版でありさえすれば何

でもいいのか．もちろん〝否〟である．いかにも歴史を感じさせてくれて，文

化を保存してきたと思わせるくらいの年代物でなくては物足りない．

　とにかく年季の入った初版本に取り組みたい，と基本方針を定めた．意匠と

か造本の妙とかに感心するのも一興であろうし，作家が託した自著への思いや

時代の空気を嗅ぎ取るのも一興であろう．なるほど，新字体の当用漢字や新仮

名遣いで教育されてきた筆者ではあるが，昔の画数の多い漢字を風雅と思える

し，時代を感じさせる変体仮名や温もりある歴史的仮名遣いにも次第に馴染め

るだろうと楽観している．非日常的な字体に囲まれればこそ，より密閉性の保

たれた非日常的な作品空間に想像力を浮游させられそうな期待もある．

　と，御託宣を並べたところで，年金生活者のポケット・マネーでは狙っても

本物の初版本をおいそれと撃ち落とせるものではない．そこで，複製された初

版本という現実的にしてお手軽な方便に逃げ込むことにした．「まがい物を有
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り難がるなんて軽薄な！」と顰蹙されるかもしれない．しかし，筆者はもとも

と人間性が軽薄なせいか，〝まがい物〟だからと食わず嫌いを極め込んではモッ

タイナイと思えるのである．複製ではあっても，画一的な文庫版や無愛想な電

子ブックよりは，よほど温もりを感じさせてくれるのではないか．1 しかも本

物でないだけに，取り扱うにしても気を遣わなくて済むではないか．

　但し，筆者が本稿で想定している複製された初版本というのは，本文を複写

しただけで装幀に無頓着な〝影印本〟ではない．読み易いように活字に起こ

した〝翻刻本〟でもない．現代表記の〝再刊本〟でも，〝転載物〟でもない．2  

1963 年に設立された日本近代文学館（財団法人→公益財団法人）が複製すべ

き底本を確定させ，同じ年に創業された書籍直販専門の株式会社図書月販（1974

年以降 ほるぷ）が制作と販売を請負い，ほるぷ出版
4 4

（1969 年に図書月販から

分社化された）が編集と制作を継承してきた，あるいは双方で独自に企画・頒

布してきた，1968 ～ 92 年の四半世紀間をヴィンテージとする一連の複製本の

ことなのである． 

　彼等の複製本に特化して筆者（藤井）があたかも初版本であるかのように親

しもうとするには根拠がある．そこで，その所以を示すために，両者により策

定され実践されてきた複刻方針と，関係者の意気込みをアピールしている文章

を，いささか長文になるが引用してみたい．

　複刻製作の基本理念は，一貫して「原本の元の姿を再現して伝える」という点に

ある．一般にいわれている複製ものの概念よりさらに厳密な基準によっており，単

なるコピーとは明らかに異なる．原本の元の姿の考証，用いられている資材の材質

1  八木福次郎（1991）は，「文学書などの趣味性のあるものは複製されてもあまり古書
価には影響がない．精巧な複製ができてもオリジナルにはそれだけの価値があるから
だ．」（p. 17）と達観しているようであるが，鈍感な筆者（藤井）には〝それだけの価値〟
というのがどのような価値なのか，どうもピンと来ないのである．
2  例えば，『季刊無限ポエトリー』第８号（無限 , 1980 年７月１日）は pp. ［25］－［110］ 
において萩原朔太郎の『氷島』（1934）を標題紙から奥付まで全頁を複写転載している．
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や風合，色彩や印刷方法の分析，造本上の特徴の把握など，細部にわたって仔細に

検討したうえで制作に入るわけで，原本との異質なイメージを読者に与えることは

厳しく退けねばならない．文化遺産でもある文学作品の初版本を，刊行当時の時代

粧を反映したうえで，忠実に甦えらせ，かつ広く読者に伝えることが複刻本造りの

使命である．

　まず原本蒐集については，初版本どうしで異同のあるものが少なくないので，可

能な限りの冊数を比較検討し，初版刊行当時の制作意図・標指を確認しながら複刻

制作の方針を決定する．資材では，材質を充分吟味するとともに，印刷・製本適性

も考慮しなければならない．既製のもので代用できる場合は別として，複刻という

時間に逆行する作業ゆえ，多くは特漉きなどの特注となる．また印刷では，写真製

版によるものが基本となり，ほとんどがオフセット印刷となるが，木版・石版など

の特殊な調子が見られるものは別の印刷方法をとる．また初版本どうしの印刷上の

異同は充分検討したうえで，適当と考えられる場合は初版善本より象嵌も行う．製

本上の配慮としては，原本の造本特徴を踏襲しながらも，堅牢さと開き具合などを

良くするために，原本との違和感を与えない限りでの調節をはかってある．いずれ

にしても，複刻制作については多くの人々の協力なくしては成り立たない．そして

現代における手作業・機械技術を駆使して本複刻は制作された．なお本複刻には，

あくまでも複刻本であることを明示するため，旧奥付や本体と離れている付物に刊

記をしるし，また本体の最終頁に新奥付を一丁付した．3

　基本姿勢の表明に留まらず，用紙，印刷，造本，技術，刊記の表示に及ぶま

での彼等の拘り様が伝わって来よう．それではどれほど精確な複製が目指され

たかというと，同じ初版本でも個体差が生じ得る場合を見逃すことなく4，印

刷の仕上がり，函の有無，表紙，裁ち寸法，献辞，広告，誤植などを照合・比

較して，真の意味での初版本に到達すべく，最低３冊の原本を用意するという

3  『名著初版本複刻珠玉選：夏目漱石』（1984）珠① に添えられた解説用小冊子から．
4  付録も含めて 126 点を複製した『名著複刻全集 近代文学館』明前 ～ 昭和 で底本を
定めるに際して，26 点において同じ初版本の間に異同が見られたことが『名著複刻全集 
近代文学館 出版ニュース』 第 17 号（1969） に報告されている．
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驚きの方針が遵守されたそうである．他社の復刻本にそこまでの厳密さを期待

できるであろうか．

　印刷用紙でも，刊行当初の紙質や色味を経年変化を引き算して再現するため

に製紙工場で数百種の特漉きを試みたり，古色を求めた試行錯誤のうちには色

合いや簀の目を用紙にベタ印刷してそれらしく見せるという裏技も含まれてい

た．結局，最初の複刻事業にあたる『名著複刻全集 近代文学館』シリーズだけで，

和洋 120 種の用紙を，調達するに至ったというから，複刻された 120 点に対し

て平均すると１種類は用紙の工夫が必要であった計算になる．5

　また，本文の印刷にはオフセットが基本とされた．したがって，底本に誤植

があっても，「身に志みて / し
4

たぶるに / うら悲し」と，そのまま印刷される

ことを厭わなかった．残念ながら，活字印刷が用紙に残す独特の凹凸感までは

再現され得ないのであるが，活字で組み直すことによって，（コストの問題以

上に）新たな誤植を生じさせ紛れ込ませる虞れに配慮したからであった．6 軽

便な印刷法に頼ったとはいえ，第一底本～第二底本～参考借用本などを比較し

て印刷ムラの少ないページを選んだり，割り付けを補正するなど，鮮明な印刷

面を蘇生させる努力は不断に払われていたようである．

　もちろん表紙や挿画には，オフセット以外にもコロタイプやシルクスクリー

ンなど原本に相応しい技法が求められた．オフセットが馴染まない和紙や特殊

用紙には新たに活字を組むこともあった．必要なら手作業でのトレース補正も

した．とにかく初版本の見た目と質感とを再現させるために，制作コストが許

す限りであらゆる可能性が試みられたようである．

　装幀用資材の複製にも良心的で，漆塗りのような手間の掛かる作業でも当時

5  『名著複刻全集 近代文学館 出版ニュース』の第 21 号（1969）より．
6  かつて北村透谷の『楚囚之詩』が活字組みで少部数複製（1930）されたが，誤植を残し
て混乱を招くことになった．とはいっても，500 件の正誤表で始まる中勘助の『銀の匙』
や，「類例のないほど」誤植の多い『第百階級』を，草野心平の自装というだけで，そ
のままオフセット印刷して済ませるのも，読者への〝忖度〟が足りないように思われる．
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の作業工程を復活させて意匠の再現に挑戦していた．本来の感触を求めて，箔

押しや空押しの金
かなばん

版7 を新たに彫る職人も動員された．更には，付
つきもの

物（函，ジャ

ケット，帯，挿み込み類など）も洩れなく複製されており，後日に発見があれ

ば後刷りの際に仕様の変更も行われてきた．それでいて，当時の未成熟な製本

技術を補おうとの思いから，綴じ方では底本の様式を尊重しつつ原本以上の耐

久性と開きの良さを確保するために先端の製本技術を水面下において駆使した

そうである．その点からも複製本に対してオリジナル本を超えるメリットを約

束しているのである．

　宣伝文句の請け売りのようでいささか気恥ずかしいが，上述の通り，造られ

方からして従来の復刻本や影印本とは仕様での密度が異なっていた．8 それで

他社による通常の復刻版との差別化を意識して，日本近代文学館および ほる

ぷ出版は，彼等の造り出した高規格複製本に，複
4

製と復刻
4

を合成した〝複刻〟

という表記を一貫して用いた．9

　どれほどの高規格なのか．例えば堀口大學の『月光とピエロ』（1919）であ

るが，複製にあたっての仕様を『紫陽花セット』（1983）の『解説』（p. 182）は，

　原本は四六判，並製フランス装風，天金，アンカット，ジャケット付．装幀は長

谷川潔．表紙相当の局紙に墨色刷の三方折込みは本体と離れている．印刷なしの表

紙も同質紙．見返・別丁（扉の次）は上質紙．扉・挿絵は局紙．本文は簀目入り洋

紙．ジャケットはパラフィン紙に青色刷で，四角落し．複刻版用底本には編集部所

蔵初版本を使用し，他に五冊を参照した．

7  活字より固い金属に文字や図柄が装飾的に彫られ，厚地の表紙に強くプレスされた．
8  『日本近代文学館』第 48 号（1979） pp. ２－３．および藤森善貢（1968）による．
9  本稿でも複

4

刻と復
4

刻を文脈で使い分けるが，筆者（藤井）としては〝複製〟という表現
を多用した．但し複製とは言っても，今流行りの３Ｄプリンターでは絶対に作れない文
化的複製物をイメージしてのことではあるが．
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と記述して，筆者なぞは眩暈を覚えるくらいに詳細を極めている．とりわけ，

パラフィン紙の蔽いさえも再現しようとする厳密さには啞然とさせられた．10

　同様に，贅を尽くした装幀で夙に評判であった堀口の『月下の一群』にし

ても，原本の背革・天金・金箔押しが再現された菊判（≒Ａ５判） 700 余頁か

ら手に心地よい重厚感が伝わってくる．更にその洒落た造本を通して，明治・

大正人の美的感性を眼の当たりしているような共感を覚えさせられたもので

ある．

　九州の田舎教師たる筆者は，花袋の『田舎教師』を読んだ．ついでに藤村の

『破戒』もひもといてみた．深草色を基調にした素朴な造本が手に馴染んでい

くのを感じながら，時代性とローカル色の豊かな作品世界に游んだが，読み進

めながらも，今日的感覚では印刷するのが憚られそうな表現に数箇所において

遭遇して，歴史的重みに満たされたテキストを閲覧したような読後感を得た．

そして，『破戒』の第二テキストが後年に編まれて流布されたことを，遅れ馳

せながら知った次第である．

　また，本物なら 200 万円もしようかという漱石の『吾輩ハ猫デアル』にして

も，ほるぷ版の３冊組が 2,000 円ほどで購入できたので，我が家の庭に持ち出

して，天候の変化も気にせず uncut11 のページにペーパー・ナイフを通すとい

う贅沢を満喫できた．同じ漱石の『草合』についても，表紙を複製するのに１

年半の試行錯誤を要したというエピソードを知って12，ほるぷ版を函から抜き

10 初版本を高規格で複製した実質最後のセットである『太宰治文学館』（1992）の『解説
書』にも，「あくまで，初版本の元の姿を厳密に再現して伝える」（p. 71） と，基本姿勢
が堅持されていた．
11 小口を化粧断ちしない製本様式で，大正期に流行した．ペーパ・ナイフが入れられて
いない（unopened）状態の古書が結構多い．それでペーパー・ナイフが必需品となって
くるのであるが，ほるぷ出版の複製本は堅牢な用紙を採用しているので，手に馴染むナ
イフを用いないと切り口が見苦しくなるし，長篇作品では手首に負担が掛かってくる．
12 『日本近代文学館』第 48 号（1979）によると，「『春琴抄』のうるしの比ではない．印
刷した絵柄の中にどうして塗り込むのだろうか．福井で紙を漉き，東京で絵柄を印刷
し，また福井に送ってうるしを塗る．…質の異なる和紙の三層漉きに，色刷り後のイン
ク変色防止，うるしの沈み止めという方法を発見して，最後に本うるし引きで仕上げ…」
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出して目にした際には，蒔絵調に黒漆という工藝品のような意匠に息を吞む思

いをさせられた．

　こうした事例を並べたら切りがなさそうだ．本物の初版本に肉薄し得る存在

感と雰囲気を再現させた複製本を実際に手にすれば，そして我々に人並みの想

像力が備わっていれば，作者や当時の読者が覚えたであろう感銘を現代におい

ても幾分かは追体験できるのではないか．13 日本近代文学館・ほるぷ社が制作

してきた複製本を両手に掲げてひもとくなら，明治維新から終戦直後頃までの

日本文学の名作を，刊行された時代を身近に感じながら愉しめるであろうから，

本稿をもってそうした粋興を提案するものである． 

日本近代文学館 and/or ほるぷ出版による複刻事業

　1968 年から 1992 年に懸けてであったから，半世紀から四半世紀昔の話にな

るが，近代日本文学における作品約 480 点の初版本が精密に複製されたことが

あった．「明治以降の全文学者を対象に広く文学資料を収集・保存する」目的

で 1963 年４月に設立されたばかりの日本近代文学館は，蔵書の充実を図るか

たわら，所蔵する文藝雑誌を複製して運営資金に充てていた．そうした複刻事

業で 1968 年から制作と販売面で協力することになる図書月販（1974 年に社名

変更→ほるぷ）も，やはり 1963 年に発足していた書籍直販会社のひとつであっ

た．そして編集と制作はその後（1969 年３月に分社化された）ほるぷ出版に

委ねられていった．

　奇遇なのであるが，図書月販の母体であった中森書店は，筆者が通った都立

（p. ３）と，繰り返し悪戦苦闘したようである．
13 しかし渡辺展亨（1999）の教えるところでは，出久根達郎（1999）が復刻版に対して
古書特有の匂いに欠けると難じていた．ひょっとして，読書前に振りかける〝古書臭ス
プレー〟が商品化されてもいいかもしれない．
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武蔵高校に近い中央線の武蔵境駅前に店舗があったので，帰りのバスを待ちな

がら店内で立ち読みに励んだものであった．階段の踊り場に複刻初版本セット

が麗々しく展示されていたかもしれない．大学生になってからも，大型書店で

販売員が展示の横に立ってアピールするのを見掛けたものであった．セット販

売であり書斎の調度品を兼ねたような売価であったから，ハナから高嶺の花で

あった．ところが半世紀が過ぎてみると，初版本の複製が，現役を退いた筆者

にも手を伸ばせば摘み取れる花として返り咲いてくれたのである．あたかもそ

れらの複製本は，筆者には人生の両端を結ぶべく定められたループ状の縁
えにし

のよ

うでもあった．

　日本近代文学館が 1963 年に設立されたときの理事長は高見順であったが，

伊藤整や稲垣達郎とともに，「近代日本文学の関係資料は保存整備が不十分で

あったうえに，関東大震災や太平洋戦争の戦災，その他の災厄に遭って，著し

く散佚」してしまった惨状を以前から憂えていた．そこで，こうした資料の蒐

集，保存，整備のための専門図書館の必要性を訴えたところ，文壇や学界から

110 名の発起人を集めて，1962 年５月に「近代文学館設立準備会」が結成され

るに至った．それが奏効して政界・財界・出版界から賛同と協力が寄せられ，

1967 年４月に容れ物としての日本近代文学館が伊藤新理事長のもとで都立駒

場公園内に開館された．14

　設立に伴って文学館は，例えば 1963 年に『文學界』（1893 ～ 98）とか 1967

年に『文藝時代』（1924 ～ 27）といった明治・大正・昭和の文藝雑誌を複刻し

ていたのであるが15，『ほるぷ出版の一〇年』（1979）によると，『赤い鳥』（1918

～ 29, 31 ～ 36）の複刻版16 を準備していた 1967 年頃に，専務理事であった立

14 『日本近代文学大事典』（1977）の「日本近代文學館」項より．文学館とも略称する．
15 日本近代文学研究所（編/発行）『｢文學界｣ 複刻版』1963 年 10 月 25 日《全 58 冊＋『う
らわか草』１冊＋付録画８葉＋『案内』》．　日本近代文学館（編/発行） 『文藝時代 複刻版』
1967 年５月 15 日 《全 32 冊＋『解説』》．
16 日本近代文学館（編） 『赤い鳥 複刻版』  ほるぷ出版  1968 年 11 月 20 日《全 196 冊＋『解
説』》．　本稿の『赤い鳥の本』（1969）赤い鳥 でもちょっと言及した．
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教大学教授の小田切進が「近代文学の名著の複刻大系とでもいうべきもの」を

実現させたいという（1965 年に病没していた）高見の遺志を図書月販の中森

蒔
まき

人
と

（1985 年まで社長）に話したらしい．

　中森は，1963 年 10 月に中森書店内に設けられた割賦による書籍の直販を推

進するための特販部を預かっていたのであるが，翌 1964 年６月にその部署を

〝家庭の図書室づくり（Home Library Promotion ＝ HOLP）〟を標榜する図

書月販として独立させていた．つまりプロモーター（販売員）が戸別訪問を掛

けたり，職場組合に展示会を斡旋して貰ったりして，例えば平凡社の『世界大

百科事典』や筑摩書房の『日本文学全集』のような重量級のセット物を売りま

くるという当時流行の外交販売を業務形態にしていた．会社は急成長して全

国規模で事業展開をするまでになり，200 の営業所から歩合制のプロモーター

2,500 名がセールス攻勢を仕掛けて歩いた結果，1968 年には営業収入 110 億円

を記録して，顧客数も 150 万人に達したそうである．17 ところが売れれば売れ

るほど，仕入れを他社の既刊書に頼るだけでは「真に良い本」の供給が滞りか

ねないという不安も抱えていた．

　伊藤整（1968）が，「近代文学館は経済的に大きな負担を引き受けることは

できないに［も］かかわらず，その理想とする仕事は，営利を度外視しての仕

事なのである．その特色というか，近代文学館の目標を理解して，仕事を生か

しながら，経済的負担を苦慮しなくてもよい案を立ててくれたのが中森社長で

ある．」と，理事長として称賛したように，双方でのこのような事情と思惑と

が 1967 年に互いを結び付けたようである．それで，早くも 1968 年新春には日

本近代文学館側の編集部と図書月販の事業部により〝名著複刻全集〟案が検討

され始めており，候補作品 2,000 点のリストが作成されていた．

　更に絞り込まれたリストに基づいて，文学館側が複刻すべき初版本の原本を

17 また『ほるぷの意義』（1972）には，1970 年の売り上げは 115 億円，1971 年における
規模は全国 21 支店 125 営業所，社員 3,000 名，顧客数 200 万人とある．
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複数照合して底本を確定させると，図書月販側が業種別に協力会社を呼集する

など制作面での管理と独占的販売を担う態勢を組んで，1968 年９月には『名

著複刻全集 近代文学館：明治後期』セットの発売に漕ぎ着けていた．同年 12

月には『明治前期』が配本されるなど事業は好調で，翌 1969 年３月からは，

社員 22 名で分社化された ほるぷ出版 が編集業務を引き継ぎ，図書月販は販

売に精力を集中させるようになった．その態勢のもと 1969 年４月に『大正期』

が続き，収録の下限を昭和 21 年とした『昭和期』も同年９月に刊行されて，

全４セットの『名著複刻全集 近代文学館』シリーズは付録も含めて 126 点の

初版本を複刻して無事完結したのである．

　配本毎にハードカバーの『作品解題』が添えられており，その巻頭に繰り返

し表明されてきた複刻事業の目的，すなわち，

　近代文学館では，著作者・版元その他多数関係者の協力と図書月販の絶大な支援

を得て，これら日本文化の遺産である名作・名著を，刊行された元の姿で正確に複

刻・再現することによって，学校教育の生きた教材を提供し，併せて研究者に頒布

することにより，日本文化・日本文学の研究に資し，その発展に役立てたいと考え

るものです．

と，表明された文学館側の期待に応えて，ほるぷ出版は研究用資料としての使

用にも耐え得る高水準の複製本を量産する能力を実証し，実績を積んでいった

のである．それは，1979 年に福田清人が『ほるぷ出版の一〇年』に寄せた，「ほ

とんど完璧に近いこれ等の複刻は，どんなに研究者，愛書家を喜ばせたことか．

一方編集した日本近代文学館設立の大きな一つの意義を社会に示したことか．」

（p. 11）という賛辞によっても裏書きされるであろう．

　結局『名著複刻全集』は分売されず，一括で定価 180,000 円と決められた．

それがどれほど高額であったかを現在では実感し難いかもしれないが，翌

（ 11 ）

複製された初版本で日本近代文学を愉しもう（ I ）（藤井） 　 1157 　



1970 年に筆者が入学した上智大学文学部の初年度第一期納入金が 15 万円弱で

あったことを思い出す．同じ私立である福岡大学人文学部の 2018 年度のそれ

が 636,710 円であるのに照らせば，『名著複刻全集』の価格は現在なら 80 万円

前後に相当するであろう．それでも限定3,000組は，予約を受け付けてみると「瞬

時に売り切れ」てしまい18，出版業界や古書業者の話題をさらったそうである．

　プロモーターを動員しての割賦直売に主力を注いできた図書月販としては，

市場が勢い付いている間に，『名著複刻全集』に相当する売れ筋の商品を仕入

れたいと望んだはずである．1968 ～ 69 年の〝親版〟は 3,000 組で打ち止めになっ

ていたが，1970 年４月になると早速，親版から選りすぐった《37 点 40 冊＋付

録１点》のセットが『新選 名著複刻全集 近代文学館』として，図書月販から

発行部数の制限無しで販売された．初刷は 64,000 円と，親版に準じた値付け

でのスタートであったが，驚く勿れ四半世紀が経った 1995 年でも，第 28 刷を

数え 198,000 円で販売されていた．

　1969 年７月には，ほるぷ出版サイドでも技術と実績を活かして，自社企画

として『複刻 赤い鳥の本』のセットを限定 3,000 組で試みていた．これが好

評であったため，続けて 1971 年１月に『名著複刻 日本児童文学館』を自社メ

ニューに加わえたところ，これは図書月販（1974 年以降ほるぷ）の定番的商

品に化けてくれて，1981 年までに第 30 刷にまで達していた．追いかけるよう

に 1974 年には『日本児童文学館 第二集』も続刊されており，それも 1980 年

には第７刷を数えるに至ったのである．

　その後も両者は共同で，あるいは独自に，複刻セットを幾種類も頒布するよ

うになり，複製された日本近代文学の作品数は，筆者の調べでは，重複するタ

イトルを除いて大体 185 作家約 480 点になった．文学館の出版事業に注目した

岡野裕行（2008）も日本近代文学館が関与した複刻点数を 2005 年まで数えて

18 『｢名著複刻全集 近代文学館｣ 完結ご案内』（1973）のなかで中森蒔人が回顧した表現．
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おり，図書は通算して 21 セット 628 冊＋解説 21冊19，雑誌は全 38 セット 1,428

冊＋解説 40 冊で，総計 2,056 冊と報告して，そのうちの 95％が 1967 ～ 85 年

に製作されたという興味深い事実を教えてくれている．

　その頃には他社も思い思いの規模で復刻事業に参入していた．大学の新設

ラッシュや学校図書館を充実させるための法改正，高度経済成長など好条件が

重なって，高額な復刻本でもビジネスになったのであろう．そうしたなかで，

高規格であることに拘った複製セットを大量に販売して復刻ブームを牽引して

きた ほるぷ/ほるぷ出版も，バブルが弾けてからは苦戦したようで，1999 年

には息切れしてしまった．やはり復刻本ブームは岡野が視野に捉えた 1967 ～

85 年に限られた一過性の現象だったのであろう．とはいえ，ほるぷ社のこう

した執念と貢献があったればこそ，「今では日本中のどこの図書館，大学でも，

『楚囚之詩』『真筆版たけくらべ』『若菜集』『みだれ髪』『ふらんす物語』『私家

版腕くらべ』『中野重治詩集』などを，［日本近代文学］館の複刻版によって容

易に手にすることが出来る」20 までの環境が実現したのである．いや，「日本中」

というだけでは謙遜が過ぎるかもしれない．世界各地の図書館に購入されたと

想像するに難くない．工藝美が造本に融和した，オリジナルよりも経費的に手

頃なサンプルとして，また日本人の美的感性の繊細さを裏付ける賜物として．

　ところが，ありし日の  ほるぷ /ほるぷ出版  の営業戦略は当時の業界の

通念からは逸脱していたらしく，図書月販の中枢にあった林一夫（2001）

の回想によると，経営陣はほとんどが共産党員なので発想が労働組合的

19 但し図書 628 冊とあるのは，例えば３冊本の『吾輩ハ猫デアル』ならば３冊に数え，
他セットに重複収録された場合もその都度数えての総数であり，しかも ほるぷ出版が独
自に企画したセット物は含まれていない．いっぽう筆者（藤井）は，『吾輩ハ猫デアル』
ならば１点と数えて，重複収録は数えず，ほるぷ出版が独自に企画した初版本複刻セッ
トも含めて，合計で約 480 点としている．
20 『太宰治文学館』（1992）の別冊『解説書』 p. ６．　ほるぷ は『竹久夢二全集』（1985）
をもって複刻事業から撤退したか，あるいは文学館との協力関係を解消したようで，『太
宰治文学館』は日本近代文学館が独自に刊行し，『解説書』の仕様が質素になった．
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になってしまって21，資本主義的な企業運営のセンスに欠けていていたそうで

ある．だから，売り上げは好調でも，社内組織に無駄が多くて，割賦金の回収

にしても非効率なために焦げ付きが嵩み，実態としては 1968 年１月時点で集

金率が 60％を下回ったそうである．そうした経営振りから，1969 年頃には数

十億円だかの不渡りを出して日本出版販売（日販）の支援を受けるようになり，

1974 年には社名を ほるぷ（HOLP とも表示された）と改めて機構整備や人員

整理を敢行したものの，とうとう 1999 年の暮れになって，ほるぷ/ほるぷ出

版 は自己破産のやむなきに至った．22

　ここでちょっと脱線して，ほるぷ社と文学館が初版本の複製を何部くらい売

り捌いてきたかを推測してみよう．印刷された総部数についての具体的なデー

タはほとんど得られていないので，いちおう次のように推計してみた．先ず，

明前（1968），明後（1968），大正（1969），昭和（1969） の各セットが 3,000 組

ずつ販売されたことは公表されている．また，文学館が刊行に関与した 明前 ，

明後 ，大正 ，昭和 ，新選（1970），特選（1971），精選（1972），漱石（1975），

芥川（1977）  の９セットが 1978 年８月までに累計で 15 万組，冊数にして

600 万部を売り上げたと『日本近代文学館』第 45 号（1978）が明かしている．

これらのセットすべてでの 1978 年８月頃までに刷りが重ねられた回数を合計

すると約 40 回になるから，毎回の印刷部数は 3,500 組前後であったと想像さ

れる．

　ほるぷ出版は，文学館との共同事業に併行させて，赤い鳥（1969），児①

（1971），自選（1972），児②（1974）等々の独自企画に挑戦していたが，文学

21 中森蒔人（1987）巻末の「略歴」は，東京大学在学中には南原繁と師弟関係にあった
自らを，「道徳教育，軍国主義，デカダンスに加えてマルクス主義に熱中したバランス
のとれない混合人間」と評している．また自社の人材を集めるために，『アカハタ』に
求人広告を出していた．その新聞の購読者にインテリの失業者が多かったからである．
22 林一夫（2001）は，図書月販・ほるぷ が 1966 年以来「実に三十四年間にわたり，そ
の間一年として黒字を出したことのない会社」（p. 13）であったことを明言している．
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館が設定したのと同じ複製基準に準拠していたので，筆者はこれらのセットも

蒐集の対象に含めて，合計で約 480 点と数え上げてきたのであった．ほるぷ社

系のセットも少なからぬ部数を売り上げてきたであろう．もちろん 1978 年８

月以降も 太宰（1992）まで，10 種類近くのセットが双方により市場に投入さ

れてきた．既発売の（親版を除いた）５セットにしても 1978 年以後に刷りが

重ねられ続けた．そこで，ほるぷ出版による自社企画の総重版回数と，文学館

が関わったセットでの 1978 年８月以降 1992 年までの重版回数を合計すると，

およそ 80 回になった．セットを構成する点数を平均で 25 点と控え目にして単

純計算すると 80 刷× 3,500 組× 25 点＝ 700 万部になる．それを先述の 600 万

部に上積みして 1,300 万部となろう． 

　この数字の信憑性については保証の限りでないが，古書市場を溢れさせかね

ない数量に達していたと言い得るであろう．それだけ大量に出回った複刻本

は，当然のことながら正字体漢字と歴史的仮名遣いで印刷されているし文語調

であったりもする．現代人向けの注釈の類いは一切付けられていなかった．不

可避的なこととして，終戦後も半世紀以上が経てば，そうした本文に感覚的に

付いて行けない世代が，所蔵者のなかでも次第に多数派を占めるようになって

くる．とはいえ，こうしたセット物はかつて庶民には贅沢な買い物であったか

ら捨てるに捨てられず，配達されたときの頑丈な箱に収納されたまま家宝のよ

うに継承されてきたかもしれない．そうしたところへ，スマホ・ゾンビと化し

て読書習慣を喪失しつつ〝断捨離〟には煽られがちな世帯主が出現し始めると，

一家相伝の鎧櫃も居場所を追われて，インターネットのオークション台に整列

させられたり，二束三文で古本屋に厄介払いされるようになる．

　必然的な成り行きとして，古書市場では供給過多の状態が益々加速されて，

「これら日本文化の遺産」のクローンたちは箱ごとで，あるいはバラにされて，

捨て値同然で販売されるという ＂デフレ・スパイラル〟に陥っていく．そのよ

うな時にこそ〝拾う神〟が現れてもいいのではないか．例えば，大学入学試験
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のような知的試練を経ていて教養が問われる場面で拒絶反応を示さない者と

か，読書に年季を積んできた者，外国語で読解能力を鍛えてきた者などは，正

字体漢字でも歴史的仮名遣いでも文語体でも崩し字でもちょっと読み下してみ

ようかという好奇心や遊び心を潜在的に備えていると筆者は期待するのであ

る．変体仮名にしても，古文書読解の入門書を少々独習して場数を踏めば，寺

子屋での手習いくらいには慣い憶えるであろう．23 あるいは注釈が欲しい場合

に備えるのであれば，大型国語辞典と百科事典を兼ねた電子辞書という文明の

利器をポケットに忍ばせておけば，戸惑うこともないと思う．24

　そうした状況のため，セットからバラされた単品は今のところ古書の相場が

まだ安値傾向にある．インターネット上の〝日本の古本屋〟に数百円で出品さ

れているケースは多いし，amazon.co.jp の〝中古品〟からは１円～ 1,000 円＋

送料の価格帯でかなりのタイトルを蒐められる．〝ヤフー・オークション〟に

拾い物を落札できそうな場面も見受ける．どうかすると，新品の文庫本を買う

より複刻本のほうが安いくらいでさえある．正字体漢字も旧仮名遣いにしても

書かされるとなると手にも余ろうが，読み慣れる分には（努力を億劫に思いさ

えしなければ）近代文学の初版本に親しむのにそれ程の支障は生じないであろ

うから，今こそ絶好の環境が眼の前にあると，筆者は声を大にして訴えたい．

　なるほど，複刻本にも稀少性が高くて数千円以上の値が付けられるタイトル

もあるにはあけれども，贅沢な造本で知られた『月下の一群』にしても，（今

のところ）10,000 円もあればお釣りが来ようから，年金支給日を狙ってちょっ

と無理をしてみれば算段をつけられるかもしれない．但し『種田山頭火句集』

23 もっとも，『眞筆版たけくらべ』は浄書原稿から写真印刷されているので，一葉の水
茎の跡に眼福を施されるにしても，読むには達筆に過ぎるのであれば，活字本を座右に
するのも臨機応変な対応のうちである．
24 各種辞書・事典を一回の手間で横断的に検索できるので，齋藤孝（2017）も電子辞書
を個人仕様の注釈集として使い込むよう提唱している．但し，コンテンツ本位にそれな
りの初期投資は覚悟しておきたい．
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（1983）のセットともなると，折り本仕立てのために 480 組しか販売されなかっ

た稀少品であるから，複刻本とはいっても古書市場で数万円からする．それを

資料に論文を書こうというのでもなければ，現代版で我慢しておく柔軟さも時

として〝大人〟らしい（しかし筆者には欠けている）見識と言うべきであろう．

　言うまでもなく，複製本を手掛けたのは ほるぷ出版に限ったことではない．

他社の復刻版や〝復原本〟を筆者も本稿執筆の過程で何点か入手して，複製の

精度について様々な印象を得ている．それらにしても，昨今の時世を反映して

か，驚くほど安価に売られていたりする．だから〝ほるぷ版一途〟と（筆者の

ように）思い詰める必要もあるまい．逆に，オリジナルの初版本が手頃な価

格帯に紛れ込んでいる場合もあるので，ちょっぴり張り込んで，八木福次郎

（1991）が謂うところの「それだけの価値」が何であるかを解明してみるのも

目先が変わって面白いかもしれない．

　あいにくと筆者は，日本人に生まれながら横着を決め込んできたせいで，日

本の近代文学で親しむべき作品についての確たる知識を持ち合わせていない．

それで，本稿での守備範囲を明確にする下心もあって，差しあたり〝ほるぷ〟

あるいは〝日本近代文学館〟をキーワードにして，複製された初版本を蒐集対

象と設定した次第なのである．25 もちろん筆者はこの 480 点をもって近代文学

に投網を掛け得たと思い込むほどに能天気ではないが，日本近代文学館 and/

or ほるぷ出版の編集陣による選書結果は，素人にとって頃合いのガイドになっ

てくれそうな気はしている．

　ということで次章では，両当事者が制作してきた初版本の複刻セットについ

て，それぞれの概要をほぼ刊行順に取り纏めてみた．更に本稿の後半に「複刻

作品リスト」を作成したが，そこでは日本文学研究では門外漢であることを弁

えて，周囲の資料に多く教えを乞いながら，拙い寸評を綴ってみた． 

25 同じ初版本が他社から複刻されている場合は，「複刻作品リスト」に（不完全ながら）
付記した．蒐書の機会を拡げるか，紛らわしい復刻本に惑わされないための用心として．

（ 17 ）

複製された初版本で日本近代文学を愉しもう（ I ）（藤井） 　 1163 　



各セットの概要

　収録各作品の初版本に関わる書誌的情報については，それぞれのセットに別

冊として添えられた『作品解題』や『解説』が手頃な情報源になるので，基本

的にはそれらを参照しながら以下を記述した．26 こうした別冊は 20 種類を超え

るし，セットによって，また刷によって稀少度もまちまちであるが，古書市

場には散見されるので，時間を掛けて蒐めるのも愉しいものである．急ぐの

であれば，所蔵する図書館に赴いて閲覧するのも一法であろう．なお，明前

（1968），明後（1968），大正（1969），昭和（1969），新選（1970），特選（1971），

精選（1972）の各セットの『作品解題』から 164 点分の解説が，補筆されて日

本近代文学館（編）『日本近代文学名著事典』（1982）に総集されているので，

古書店から購入して座右にすると当面は重宝する． 

　各セットの概要を以下に（原則として）刊行された順序で記してみたい．併

せて，【注記】では諸々の資料から得られたセットに関する直接的情報を記し，

【備考】で周辺的情報を並べてみた．各セットの【重版歴】については詳細に

記すようにした．販売時期や期間から需要の推移を想像できると考えたからで

ある．また【価格例】にも，各時期におけるブランド力や売る側の矜持が反映

されていると期待するところもあるが，定価が明示されていない場合が殆ど

で，（一部の）奥付，広告，内容見本，国会図書館の OPAC などから知り得た

限りで記述したに過ぎず，（筆者の横着さも手伝って）網羅的になっていない．

　売価が不明瞭なのは，プロモーターへの歩合がクッションになっていたとか，

支払い方法により違いがあるとか，あるいは図書館向けの納入価格が別に用意

されていた可能性も理由としてあったかもしれない．1973 年のオイルショッ

クも影響したろう．それでも高額商品であったことには変わりなく，当時まだ

26 各セットに添えられた冊子を初刷で参照したが，精選 のみ第２刷（1972）に拠った．
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学生～新米教師であった筆者にはそれをリアルに実感されたものであった．

明前 1968 年 12 月 10 日　『名著複刻全集 近代文学館：明治前期』　

名著複刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　図書月販（製作/

進行）　東京連合印刷27　《28 点 64 冊＋付録２点＋『作品解題』》．

【注記】　 1968 年６月 13 日に，都立駒場公園内に開館して１年の日本近代文

学館を会場にして，『名著複刻全集』の企画がマスコミに向けて発表された．

1968 年６月 20 日の『朝日新聞』は，伊藤整館長が「明治百年を記念する事業

ともいうべきもので，学校教育の教材，あるいは研究者のための資料として役

立つことを願っている．最新技術をとり入れて〝第一級の複製本〟を作りたい」

と語った旨を報じている．

　つまり維新以後の日本文学における重要作品 120 点および付録６点の初版本

が，明治前期，明治後期，大正期，昭和期の４期に分けて複刻され，各期のセッ

トが予定価格 45,000 円で，各 3,000 組が限定販売されるという計画であった．

　 原本の蒐集作業は 1968 年５月末までには終了していたが，発売は予定より

２ヵ月遅れた９月になって，先ず『明治後期』のセットが配本されて，同年

12 月に『明治前期』が追いかけての発売となった．しかしここでは刊行順に

こだわらず，『明治前期』から取り上げることにする．

　  明前 の編集委員は，稲垣達郎（委員長），塩田良平，成瀬正勝，木俣修（詩

歌担当）といった顔触れで，別冊『作品解題』ちゅうの概説「明治前期展望」

を塩田が執筆した．更に，全般的な指導と助言を日本書籍協会の布川角左衛門

に仰ぎ，日本古書通信社の八木福次郎に初版本蒐集のための顧問を委嘱してい

た．また岩波書店からも数名の助言者を迎えるなど，原本蒐集～版権交渉～制

作の各段階を通して延べ数百人の協力を得ながら，中森蒔人が社長を務める図

27 漱石 では，東京連合印刷と，ほるぷ出版の代表者名が同じ山浦喜三夫なので，両社は
系列関係にあったのであろう．
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書月販が制作と販売でのマネージメントを担うという態勢が組まれた．但し

実際には，1969 年からは（図書月販から別れた）ほるぷ出版が編集と制作を，

図書月販（1974 年以降 ほるぷ と社名変更）が販売を一手に引き受けるように

なった．28

　  明前 のセットは，明治 10 ～ 30 年代の学藝上の名著を集めるが，選書にあ

たっては，初版本に親しむという趣旨にも適うよう，時代の趣味を鮮明にさせ

た装幀の本が優先されたり，文学史的意義以上に稀少性が考慮されたり，量的

バランスを損なう大作は除外されるなど，他セットの場合以上の苦労があった

そうである．結局 明前 セットで複製された作品をジャンルで分類すると，詩

歌６点，小説 14 点，エッセイ６点，翻訳３点，児童文学１点となった．

　 明治前期には活字印刷，洋式製本技術，用紙の輸入が弘まり始めていたが，

当時の造本仕様においては和洋のスタイルが混在した変革期にあった．そのた

め 明前 のセットには，普及が初期段階にあった洋装本の他にも，和本仕立て

のものが６点 35 冊，更に数点の和洋折衷本も含まれていた．複製にあたって

は必然的に，手漉き和紙の確保，多色刷りも含めた木版画の再現，手作業によ

る袋折りや糸綴じなど，洋本をはるかに上回る手間とコストを要したらしい．29

　 営利事業的側面もあったからやむを得ないが，明前 に収録されながら他

セットで二度と複製されることのなかったタイトルには，高コストであったと

思しきものが目立つようである．すなわち，巖
いわ

谷
や

小波『こがね丸』，内村鑑三『余

は如何にして基督信徒となり乎』，齋藤緑雨『かくれんぼ』，三遊亭圓朝『牡丹

燈籠』，高山樗牛『瀧口入道』，戸田欽堂『情海波瀾』，廣津柳浪『河内屋』，福

澤諭吉『世界國盡』，正岡子規『獺
だっさい

祭書屋俳話』，與謝野鐵幹『紫』，若松賤子

『小公子』の 11 点は，結局のところ 3,000 部ずつしか販売されなかったことに

28 外交販売が創業以来の方針で，書店でも専任のプロモーターが相対で客に売り込んだ．
29 『名著複刻全集 近代文学館 出版ニュース』が 1968 年に掲載した塩田良平，伊藤整，
その他無名氏による記事が伝えるところを総合した．
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なるので，ほるぷ版の複製本でも稀少性が高い部類に入る．

明後 1968 年９月 10 日　『名著複刻全集 近代文学館：明治後期』　

名著複刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　図書月販（製作/

進行） 　東京連合印刷　《27 点 29 冊＋付録２点＋『作品解題』》． 

【注記】　 予定よりは２ヵ月遅れたものの，最初に配本されたのがこの 明後 

セットであった．館長：伊藤整．編集委員：稲垣達郎（委員長），吉田精一，福

田清人，木俣修（詩歌担当）．『作品解題』ちゅうの「明治後期展望」は吉田が

執筆．図書月販代表：中森蒔人．

　 日露戦争に勝利して自信を得た日本人が国民文学を自覚し始めた明治 38 年

（1905）以降を守備範囲として，文学史上の名著でありながらも稀少性の高い

初版本を集めた複刻セットが企図された．ジャンルで分けると，付録は別にし

て，詩歌 11 点，小説 14 点，エッセイ１点，翻訳１点という編成になっている．

　 明治 37 年に教科書が国定化されたのを機に，それまでの和洋混在状態から

急速に洋装本が普及するようになり，それに伴って装幀にも意匠が凝らされる

ようになった．30 それで，明後 セットの制作では，当時一般的になりつつあっ

た「輸入用紙を中心とした紙の特漉きと，装幀の華美（クロス表紙や天金，胡

蝶本などの合わせ箔押し）の再現」に苦心させられるケースが増えて，造本面

において特段の努力が払われたようである．31

【備考】：後年に他セットで複製されなかったタイトルは８点で，蒲原有明『春

鳥集』，岩野泡鳴『耽溺』，鈴木三重吉『千代紙』，高濱虛子『鷄頭』，永井荷風

『ふらんす物語』，正宗白鳥『紅塵』，若山牧水『別離』，文藝新聞『日本文士階

級鑑』であった．なお，鷗外の『雁』が青色表紙の初版本から複製されたのは 

30 小川菊松（1953） pp. 45 & 353－54.
31 『名著複刻全集 近代文学館 出版ニュース』 第 11 号（1968）掲載の「明治前期セット：
和装本に重点をおく」より．
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明後 セットにおいてだけで，後年の再刊では赤表紙本が底本とされた．

【備考】：この頃，岡本一平（画）『漱石名作漫畫』という豆本が，おそらく『現

代漫畫大觀』第二編（中央美術院 , 1928）から材料を得て造られた．奥付には

子息の岡本太郎がデザインした文学館のロゴマークが見られるが，発行日も売

価も記されていない．32 『名著複刻全集 近代文学館』の刊行を記念した出版物

として文学館の売店に並んだのであろうが，かつて富山の薬売りが紙風船を上

がり框に置いていったように，ほるぷ社のプロモーターたちが家庭を回りなが

ら配っている姿も想像されてくる．

大正 1969 年４月 10 日　『名著複刻全集 近代文学館：大正期』　

名著複刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　図書月販（製作/進

行） 　東京連合印刷　《34 点 35 冊＋付録１点＋『作品解題』》．

【注記】　 館長：伊藤整．編集委員：稲垣達郎（委員長，大正期担当），瀬沼茂樹，

木俣修（詩歌担当）．『作品解題』ちゅうの「大正期展望」は瀬沼が執筆．図書

月販代表：中森蒔人．

　 第３回配本として，大正期 15 年間の名作，すなわち付録を別にして，詩歌

11 点，小説 13 点，戯曲３点，エッセイ３点，翻訳１点，児童文学３点を複製． 

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは，宇野浩二『藏の中』，葛西

善藏『子をつれて』，菊池寛『藤十郎の戀』，木下利玄『銀』，里見弴『善心惡

心』，志賀直哉「老人」（原稿），島木赤彦『氷
ひ お

魚』，釋超空『海やまのあひだ』，

近松秋江『黑髪』，寺田寅彦『冬彦集』，中勘助『銀の匙』，長與善郎『項羽と

劉邦』，野上彌生子『海神丸』，濱田廣介『椋鳥の夢』，廣津和郞『作者の感想』，

眞山青果『平将門』，武者小路實篤『新しき村の生活』の 17 点あり，セットの

32 日本近代文学館（編集） 図書月販（発行）《124 × 83㎜ /103 頁》．３頁の「解説」が挿み
込まれた．当時の広告記事から売価が 270 円であったことは判明している．
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半数を占めることになる．

昭和 1969 年９月 10 日　『名著複刻全集 近代文学館：昭和期』　

名著複刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　図書月販（製作/

進行） 　東京連合印刷　《31 点＋付録１点＋『作品解題』》．

【注記】　 館長：伊藤整．編集委員：稲垣達郎（委員長），伊藤，小田切進，木

俣修（詩歌担当）．「昭和期展望」は瀬沼茂樹の筆．図書月販代表：中森蒔人．

　『名著複刻全集』の最終配本で，大正 15 年（昭和元年， 1926）～昭和 21 年

期の名作，すなわち付録を別にして，詩歌６点，小説 20 点，戯曲１点，エッ

セイ３点，児童文学１点を収録する．昭和時代に進化した印刷および製本の技

術が多様な装幀を可能にした反面，時局柄もあって用紙調達や造本作業が儘な

らなかった制約から，この時代の傾向として，「贅を極めるというよりも内に

沈んだ深い味わいを表現して，落ち着いた豊かな雰囲気をたたえている」とす

る，制作者サイドからの所感も伝わっている．33

【備考】：他のセットで複製されなかったタイトルは８点．すなわち，井伏鱒二

『夜ふけと梅の花』，岸田國士『チロルの秋』，坂口安吾『日本文化私觀』，高濱

虛子『五百句』，瀧井孝作『無限抱擁』，谷崎潤一郎『蓼喰ふ蟲』，坪田譲治『子

供の四季』，德田秋聲『縮圖』．なお，谷崎の『春琴抄』は，このセットでのみ

朱漆塗表紙の初版本から複製されたが，後年の別セットでは底本が墨漆のもの

に変更された．

　以上四期に及んだ『名著複刻全集 近代文学館』（1968 ～ 69）は，各分野の

専門家数百人を動員して，初版本 120 点 159 冊＋付録６点を最高レベルの忠実

性で複製するという一大事業の所産であり，後に〝親版〟と呼び慣わされるに

33 「重厚・多彩な昭和期」 『名著複刻全集 近代文学館 出版ニュース』 第 16 号（1969）．
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相応しい文化的意義を認められた事業であった．当初中森は，「十八万円のお

金を出せる公立図書館は非常に数が少ないことを肌身で感じました」と，収益

を危踏んだようである．しかし幸いにも，教育・研究機関のみならず一般家庭

にも受け入れられて 3,000 組は刊行と同時に完売になり，そこからの利益とし

て図書月販が約 7,000 万円を文学館に納めるまでの成果を上げた．34

　ところで，この 120 点＋付録６点をオリジナルの初版本で買い揃えようとし

たら，当時の古書価格で幾ら必要だったであろうか．『日本古書通信』の編集

長八木福次郎の見積もりでは，明治前期分で 140 万円，明治後期は 200 万円，

大正期 100 万円，昭和期 60 万円で，合計 500 万円になるそうである．35 ほるぷ

出版はその後も複刻事業に邁進して，複製されてきた総点数は（重複する作品

を数えずに）〝親版〟の４倍規模に達したことから，その総てをオリジナルで

蒐めようとしたら，いくら古書が安くなってきたとはいえ，半世紀が経った現

在では 500 万円×４倍×α倍には膨らんでしまうであろう．それならば，「ほ

るぷ出版が提供する複製本だっていいじゃないか」と開き直ってしまえば，筆

者のような〝薬はジェネリック〟が分相応な境遇の者にも，許容され得る贅沢

の範囲内で全点完集も夢ではなくなってくる．

　なお〝親版〟でのメニューは，日本近代文学館 and/or ほるぷ出版による後

続の諸々のセットにおいて多くが再登場するのであるが，例えば稲垣達郎が 

昭和 の『作品解題』で「経済上，ギリギリまで骨を折ってもらった．…不満

足なものもまじり，失敗と思われるものも，少数あった．」（あとがき）と述懐

したような問題も絡んでいたのか，〝親版〟に収録されたうちの３分の１にあ

たる 44 点が再刊されず仕舞いになった．

　それから，ジャンルの性格に照らせば販売部数が少なかったと推測される

34 中森蒔人（1972） pp. 126 & 133．
35 八木福次郎（1969） p. ４.　同じく八木（1991）や，出久根達郎（2007）も古書相場の
片鱗を伝えてくれている．
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『名著複刻 詩歌文学館』（1980 ～ 83） 全４セットと，480 組しか販売されなかっ

た『種田山頭火句集』（1983）セットも要注意で，〆て 62 点がそれぞれ一度

しか複製されなかったために稀少性は高い．36 ということで〝親版〟由来の 44

点＋ 62 点は，古書業界で謂うところの〝キキメ〟に相当するので，完集を志

すのであれば日頃からアンテナを張っておくくらいの執念が必要になろう．

赤い鳥 1969 年７月１日　『複刻 赤い鳥の本』　ほるぷ出版（発行） 　東

京連合印刷/精興社（印刷）　《全 23 点＋第２刷以降に付録１点＋『解説』》．

【注記】　 ほるぷ出版が独自に企画したおそらく最初の複刻セットであろう．

『解説』の寄稿者に伊藤整，福田清人，江口渙，岡本太郎，津田青楓，大岡昇

平といった名前が見られる．作品解題はすべて木俣修が執筆した．発行人：ほ

るぷ出版として分社されて代表になった荒井正大．

　 日本近代文学館は，『文學界』（1893～98），『赤い鳥』（1918～29, 31～36），『武

藏野』（1892）37，あるいは『複刻 日本の雑誌』38 等々で文藝雑誌の複製に関わっ

ていたが，本稿では原則として雑誌類を含めずに初版単行本の複製を対象にし

てきている．したがって，鈴木三重吉が主宰した雑誌『赤い鳥』は対象にしな

いが，そこから三重吉によって作家別に構成された〝赤い鳥の本〟（赤い鳥社，

1920 ～ 27） 15 点については，本稿でも蒐集すべきものに含めている．ほるぷ

出版が「『名著複刻全集・近代文学館』の刊行で得た造本技術の成果をこのた

びの事業に引き継ぎ，完璧な複刻を目指し」ており，「原本の風あいを最大限

に生か」したとする内容見本の謳い文句に期待できるからである．

　〝赤い鳥の本〟の由来は，『解説』（p.12）によると，直接頒布制の〝特選圖

36 そのうちの 14 点のタイトルが，1999 ～ 2006 年に日本図書センターが刊行した 40 巻
ほどの『愛蔵版詩集シリーズ』ちゅうに見られるが，文字遣いや装幀が現代化されてい
るので，複製本ではない．同センターによる『わくわく！名作童話館』（2006）にも同
様のことが言える．更に，ほるぷ出版の〝日本の文学〟（1985）は現代版なので要注意．
37 『複刻版 武蔵野 全三冊』 雄松堂出版 2004 年９月１日．樋口一葉の師半

なか

井
らい

桃水が主宰．
38 『複刻 日本の雑誌』 講談社 1982 年６月１日《総合雑誌 91 種類の創刊号＋『解説』》．
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書購読會〟を始めた三重吉が，藤村の『幼きものに』（實業之日本社 , 1917）

を配本し得ただけで39，その後は三重吉の眼鏡に適う作品を選定し得ない窮状

にあった．そこで彼は，創刊して間もない雑誌『赤い鳥』から作品を得て単行

本化して〝特選圖書購読會〟に配本にすることにした．結局 1920 年から，関

東大震災で中断される 1923 年までに〝赤い鳥の本〟は 13 点が発行された．ま

た彼がその後に打ち上げた〝赤い鳥叢書〟では，第３編（1925）と第４冊（1927）

が新登場のタイトルだったので，ほるぷ出版は両シリーズを合わせた 15 点を

『赤い鳥の本』として，更に『｢赤い鳥｣ 童謡』全８冊（1919 ～ 25）も加えて， 

赤い鳥 のセットに編成した．

　 ほるぷ出版による 赤い鳥 の初刷分は短期間で売切れてしまった．当初から

限定 3,000 部を謳っていたために安易な刷り増しは憚られたが，1977 年になっ

て部数を限定せずに第２刷が発売された．そして在庫が尽きた 1980 年には第

３刷に改められた．40 雑誌『赤い鳥』を懐かしむ世代が多かったのであろう．

　  赤い鳥 収録の総てが他のセットでは複製されていない．すなわち，①＆②

鈴木三重吉『古事記物語 上巻』＆『下巻』（1920），③西條八十『鸚鵡と時計』

（1921），④菊池寛『三人兄弟』（1921），⑤久保田万太郞『ふくろと子供』（1921），

⑥小山内薫『石の猿』（1921），⑦宇野浩二『歸れる子』（1921），⑧楠山正雄『莓

の國』（1921），⑨鈴木『救護隊』（1921），⑩江口渙『木の葉の小判』（1922），

⑪長田秀雄『鳥追船』（1922），⑫小川未明『小さな草と太陽』（1922），⑬宮原

晃一郎『龍宮の犬』（1923），⑭久保田『おもちやの裁判』（1925），⑮豐島與志

雄『夢の卵』（1927）である．

　また三重吉（他）による『｢赤い鳥｣ 童謡』は，紙装 28 頁の「詩集と画集と共

に曲譜集を兼ねたる日本で最初の形式」であったとかで，白秋や八十による童

謡を多く収めているが，やはりこのセットでのみ複製された．

39 『赤い鳥』創刊号（1918 年７月１日）の巻末［p. 81］に同書の全頁広告が見られる．
40 赤い鳥 の初刷では各冊に複製の表示が無いので，オリジナルと誤認しかねない．
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　 参考：『複刻 赤い鳥の本』（内容見本） ほるぷ出版 1969 年印刷（?）．　津田青

楓（1974）を読むと，児童文学とは対極的な三重吉の飾らない姿が窺える．

　  赤い鳥 の第２刷では，雑誌『赤い鳥』の創刊號（1918 年７月）が付録とし

て複製された．そして第３刷の付録は「古事記物語」（自筆原稿）であったが，

それは『赤い鳥』第３巻１号（1919 年７月）に掲載された部分で，①でなら

pp. 21－36 に相当する「女神の死」の原稿 28 枚を複製していた． 

【重版例】：第２刷（1977 年３月１日）．第３刷（1980 年 10 月 15 日）．それ以

降については未確認．なお別冊の『解説 赤い鳥の本・｢赤い鳥｣ 童謡』は，初

刷では全 83 頁であったが，第２刷および第３刷では三重吉論２本，付録につ

いての解説，誤植訂正が加わって全 123 頁に増えている．

【価格例】： 18,000 円（予約特価）． 18,900 円（初刷）． 25,500 円（第２刷）．

42,500 円（第３刷）． 

【備考】：『赤い鳥』は，三重吉により 1918 ～ 29 年と 1931 ～ 36 年に 196 冊が

出され，日本近代文学館はその全冊を 1968 年に 500 組を複刻していた．1979，

1981，1986 年にも再版され，2001 年には CD-ROM 版（大空社）としても販

売されたが，本稿では立ち入らない．

新選 1970 年４月 10 日　『新選 名著複刻全集 近代文学館』　名著複

刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　図書月販（販売）　ほるぷ出

版（製作）　東京連合印刷　《37 点 40 冊＋付録１点（入れ替えられながら第 27

刷まで）＋『作品解題』》．

【注記】　 文学館代表：塩田良平．編集委員会代表：稲垣達郎．『作品解題』

ちゅうの「近代文學史展望」は瀬沼茂樹が執筆．図書月販（第 13 刷以降ほるぷ）

代表：中森蒔人．ほるぷ出版代表：荒井正大．

　1985 年に中森が退任して，ほるぷ は日本近代文学館の発売元であることを

辞めたようで，第 28 刷（1995）の奥付には 製作者：ほるぷ出版 としかない．
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　 図書月販は高コストで高額な重量級の親版を再刊する不経済を避けて，教

材に転用が効き易そうな 32 点を親版から選び，新たに５点を加えて 新選 セッ

トに編成した．そして，学校図書室の予算枠に収まる価格設定で売り込む方

針にしたため，平均して１点 1,700 円という手頃さで41，1970 ～ 71 年だけでも

20,000 組近くが売れて，親版の時に倍する１億 5,000 万円以上が文学館に納め

られたそうである．その後 1978 年８月時点で 新選 の売り上げが 68,000 組に

達したというから42，〝二匹目のドジョウ〟どころか〝三匹目〟〝四匹目〟と，

第 28 刷（1995 年で平成出版販売扱）まで四半世紀間も商品生命を保っていた．

　 第４刷（1970）までの付録は 昭和 セットと同じ藤村の『夜明け前』からの

自筆原稿５枚であったが，第５刷（1972）からは 明後 の付録でもあった漱石

の『永日小品』からの自筆原稿 15 枚に変更された．更に第 27 刷（1985）で再

び変更されて43，1977 年発見の萩原朔太郎による手書き歌集『ソライロノハナ』

（1913 年４月頃）が付録にされた．もちろん，『作品解題』の解説記事もその

都度差し替えられている．

　 参考：『名著複刻全集 近代文学館 新選』（内容見本） 平成出版販売 1995 年

印刷（?）．第 28 刷用の広告であろうが，『ソライロノハナ』は付録に無い． 

【重版歴】：第２刷（1970 年６月 10 日）．第３刷（1970 年８月 10 日）．第４刷（1970

年 10 月 20 日）．第５刷（1972 年４月 10 日）．第６刷（1972 年９月 10 日）．第

７刷（1973 年２月 20 日）．第８刷（1973 年５月１日）．第９刷（1973 年９月

１日）．第 10 刷（1974 年１月１日）．第 11 刷（1974 年５月１日）．第 12 刷（1974

41 筆者には，大学に入学した年度末の休暇に旺文社編集部辞書課でアルバイトした経験
があるが，1971 年春での日当が 1,200 円弱であったと記憶する．
42 中森蒔人（1972） p. 133.　『日本近代文学館』第 45 号（1978） p. １．　計算の仕方によっ
ては，第４刷まで 5,000 組ずつ，そして第 17 刷までは平均して 3,500 組前後が印刷され
たとも考えられる．同様に，文学館へのロイヤリティも 13％位と算盤を弾いてみた．
43 筆者（藤井）所蔵本に挿し込まれた奥付には「1988 年 11 月１日…第 26 刷特別附録」
とあるが，新選 第 26 刷の『作品解題』には言及が無く，第 27 刷の 1985 年７月 20 日付

「あとがき」に「今回より…加えた」とあることから，奥付を〝1985 年９月１日…第 27
刷特別附録〟と実状に合わせて読み替えてみた．
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年７月１日）．第 13 刷（1974 年 12 月１日）．第 14 刷（1976 年４月１日）．第

15 刷（1977 年１月 10 日）．第 16 刷（1977 年 10 月１日）．第 17 刷（1978 年５

月１日）．第 18 刷（1979 年２月１日）．第 19 刷（1980 年２月１日）．第 20 刷

（1980 年 10 月 20 日）．第 21 刷（1981 年５月１日）．第 22 刷（1982 年３月１

日）．第 23 刷（第二版初刷，1982 年 12 月１日）．第 24 刷（第二版２刷，1984

年３月１日）．第 25 刷（第二版３刷，1984 年７月１日）．第 26 刷（第二版４刷，

1984 年 10 月 20 日）．第 27 刷（第三版初刷，1985 年９月１日）．第 28 刷（第

四版初刷：1995 年３月 20 日）．それ以降については未確認．

【価格例】：一括払 64,000 円 /分割払 68,000 円（第５刷～第６刷）．　89,000 円（第

16 刷）．　113,000 円（第 19 刷～第 21 刷）．　123,000 円（第 23 刷～第 26 刷）．

CBS・ソニーファミリークラブも 1984 年９月 16 日と 12 月２日の『朝日新聞』

に現金価格 123,000 円 /割賦価格 139,000 円と広告しており，時期的には第 25

刷にあたる．　152,000 円（第 27 刷）．　198,000 円（第 28 刷，平成出版）．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは，尾崎紅葉『色懺悔』，德田

秋聲『あらくれ』の２点のみ．但し，親版では青表紙であった鷗外の『雁』が，

新選 では赤表紙本から複製されるようになった．

【備考】：第 27 刷の付録は，1985 年 10 月１日になって『自筆歌集 ｢ソライロ

ノハナ｣ 復刻版』として日本近代文学館により別売（9,200 円）された．

児① 1971 年１月 10 日　『名著複刻 日本児童文学館』［第一集］　ほ

るぷ出版（発行） 　東京連合印刷　《32 点＋付録１点＋『解説』》．

【注記】　 著者代表：福田清人．『解説』寄稿者：瀬沼茂樹，鳥越信，藤田圭
たま

雄
お

など．ほるぷ出版代表：荒井正大．

　 奥付で見る限りでは，ほるぷ出版による自社企画であったが，『解説』に鳥

越による「制作を終えて」を読むと，複製に際しての方針は日本近代文学館が

刊行した『名著複刻全集』のそれを踏襲していることが判る．『解説』の前付
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からは，「児童文学の黎明期の巌谷小波から昭和戦中期の壺井栄に至るまで，

広い視野から選び，文学史的に体系づけ」るべく，明治期から（付録も含めて）

６点，大正期から 16 点，昭和期に 11 点を集めて編成されたセットであること

も判る．

　 しかも中森蒔人（1972）によれば，「学校の予算がどのくらいか，公立図書

館の予算がいくらか」（p. 126）といった実態を踏まえて，価格を 52,000 円に

抑えたようである．児童書らしい多色印刷と親しみを抱かせる体裁の本が，平

均して１点 1,600 円弱の計算であったから，新選 同様，各地の学校図書室に受

け入れられたことであろう．それでも決して安価というわけではないが，昔日

を懐かしむ余裕のある世代には歓迎されたであろう．このセットは発売後 10

年で第 30 刷（1981）に達し44，他セットで推測される各刷の印刷組数 3,500 ×

30 刷で推計してみると，10 万組近くを売り上げていた可能性も考えられる．

　 参考：『名著複刻 日本児童文学館』（第一集のための内容見本）　図書月販　

1973 年１月．

【重版歴】：第２刷（1971 年５月１日）．第３刷（1971 年６月 10 日）．第４刷

（1971 年８月１日）．第５刷（1971 年 11 月 10 日）．第６刷（1972 年２月 20 日）．

第７刷（1972 年５月 10 日）．第８刷（1972 年７月 15 日）．第９刷（1972 年９

月 20 日）．第 10 刷（1972 年 10 月）．第 11 刷（1973 年１月 20 日）．第 12 刷

（1973 年３月 25 日）．第 13 刷（1973 年７月 25 日）．第 14 刷（1973 年 10 月５

日）．第 15 刷（1973 年 12 月５日）．第 16 刷（1974 年２月 10 日）．第 17 刷（1974

年５月 10 日）．第 18 刷（1974 年９月 10 日）．第 19 刷（1974 年 11 月 20 日）．

第 20 刷（1975 年２月 10 日）．第 21 刷（1975 年 10 月 15 日）．第 22 刷（1976

年５月１日）．第 23 刷（1976 年９月 15 日）．第 24 刷（1977 年３月１日）．第

25 刷（1977 年８月 15 日）．第 26 刷（1978 年１月）．第 27 刷（1978 年８月）．

44 当初ほるぷ出版では初版～第 17 版と数えていたが，その後は第 18 刷～第 30 刷で数
えるようになり，奥付でも初版を第１刷と改めているので，本稿では〝刷〟で統一した．
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第 28 刷（1979 年３月５日）．第 29 刷（1980 年３月 20 日）．第 30 刷（1981 年

２月５日）．それ以降については未確認． 

【価格例】：一括払 52,000 円 /分割払 55,000 円（初刷～第 11 刷）．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは約半数に相当する 15 点で，

巖谷小波『當世少年氣質』，宇野浩二『赤い部屋』，江口渙『かみなりの子』，

小川未明『赤い船』，尾崎紅葉『鬼桃太郎』，押川春浪『海底軍艦』，幸田露伴『寶

の藏』，『西條八十童謡全集』，酒井朝彦『木馬のゆめ』，雪花山人『猿飛佐助』，

塚原健二郎『七階の子供たち』，坪内逍遙『家庭用児童劇』，豐島與志雄『エミ

リアンの旅』，武者小路實篤『カチカチ山と花咲爺』，文部省『小學唱歌集』．

【備考】： 児① が第 18 刷を数えた 1974 年に，ほるぷ出版は 児② を投入した．

1984 年以降にも縮小編成で 児選 が登場し，1993 年頃まで販売され続けた．

【備考】： 児① や 児② とは別に，ほるぷ出版は 1978 年３月 15 日に『複刻 絵

本絵ばなし集』《29 点 52 冊＋『解説』》を発売していたが，それは対象年齢の

低い児童向け絵雑誌や絵本のコレクションであり，例えば 児① の内容見本が

示す選定基準である「近代文学の観点から永久に残るもの」には必ずしも該当

しないであろうと思われるので，本稿では蒐書の対象に含めなかった．

特選 1971 年５月 10 日　『特選 名著複刻全集 近代文学館』　名著複

刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　図書月販（販売）　ほる

ぷ出版（製作）　東京連合印刷　《29 点 31 冊＋付録１点＋『作品解題』》．

【注記】　 文学館代表：塩田良平．編集委員会代表：稲垣達郎．『作品解題』ちゅ

うの「近代文学の夜明け前」執筆者も稲垣．図書月販（第５刷以降ほるぷ）代

表：中森蒔人．ほるぷ出版代表：荒井正大．

　 親版には制作上の「種々の制限のため収めることのできなかった名著を中

心として」（巻頭）編成されたセットで，この 特選 は親版の続編と位置付け

られる．明治期 14 点，大正期 10 点，昭和期６点を収録して稀覯本も多く，「装
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幀，口絵等にあらわれた美術的なおもしろさも，内容の文学的意義とともに見

逃せない」（p. 171）のがセールスポイントになる品揃えであった．

【重版歴】：第２刷（1971 年７月１日）．第３刷（1972 年１月 10 日）．第４刷（1974

年３月１日）．第５刷（1974年９月１日）．第６刷（1975年５月１日）．第７刷（1976

年７月１日）．第８刷（1977 年 11 月 20 日）．45 第９刷（1979 年４月１日）．第

10 刷（1980 年６月１日）．第 11 刷（1981 年６月１日）．第 12 刷（1982 年 11

月１日）．第 13 刷（1984 年４月１日）．第 14 刷（1985 年２月１日）．それ以降

については未確認であるが，1985 年に中森が社長を退任している．

【価格例】：一括払 62,000 円 /分割払 65,000 円（第３刷）． 89,000 円（第８刷）．

113,000 円（第 10 刷，第 11 刷）．

【備考】：すべてが新収録の作品であったが，半数はその後も他セットで複製さ

れなかった．すなわち，泉鏡花『日本橋』，岩野泡鳴『發展』，内田魯庵『文學

者となる法』，末廣鐵腸『雪中梅』，高見順『故舊忘れ得べき』，谷崎潤一郎『盲

目物語』，德永直『太陽のない街』，成島柳北『 柳
りゅうきょう

橋 新誌』，堀辰雄『聖家族』，

室生犀星『性に目覺める頃』，森鷗外『東京方眼圖』，山田美妙『夏木立』，山

本有三『同志の人々』，横光利一『機械』．

精選 1972 年６月 10 日　『精選 名著複刻全集 近代文学館』　名著複

刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　図書月販（販売）　ほる

ぷ出版（製作）　東京連合印刷　《32 点 45 冊＋付録１点＋『作品解題』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表：稲垣達郎．「近代文学史

展望」執筆者：瀬沼茂樹．図書月販（第７刷以降ほるぷ）代表：中森蒔人．ほる

ぷ出版代表：荒井正大．

　  精選 では，親版から選んだポピュラーな作品 24 点に，新たに８点を加えて，

45 『日本近代文学館』第 45 号（1978）によると，1978 年８月までに 31,500 組が売れた．
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付録１点を併せた編成が組まれた．すなわち『作品解題』（あとがき）によると，

名著複刻全集の既刊分の「全体について検討を重ね，｢新選｣，｢特選｣ との重

複を避けつつ，文学史上，芸術上，書誌・造本上，とりわけ意味深いものをもっ

て，文字通りの ｢精選版｣ を編成した」そうで，明治期 11 点＋付録，大正期

12 点，昭和期９点という内訳になった．やはり売り上げは 特選 と同じく好調

だったようで，1978 年８月までに 31,500 組に達していた．46 

　 参考：『精選 名著複刻全集 近代文学館』（内容見本） 図書月販 1972 年７月． 

　 親版では表紙が朱漆仕上げであった谷崎の『春琴抄』は墨漆仕上げ本に変

更された．その結果，谷崎が嫌ったと伝えられる朱漆版の稀少性が高くなった．

【重版歴】：第２刷（1972 年 12 月 10 日）．第３刷（1973 年５月 20 日）．第４刷

（1973 年 11 月１日）．第５刷（1974 年６月１日）．第６刷（1974 年 10 月１日）．

第７刷（1976 年２月１日）．第８刷（1976 年９月１日）．第９刷（1978 年２月

１日）．第 10 刷（1979 年２月１日）．第 11 刷（1980 年５月１日）．第 12 刷（1981

年４月１日）．第 13 刷（1982 年４月１日）．第 14 刷（第二版初刷，1983 年３月

１日）．第 15 刷（第二版２刷，1985 年１月 10 日）．それ以降については未確認

であるが，1985 年に中森が社長を退任して，ほるぷ は日本近代文学館との業

務提携を解消したようである．

【価格例】：一括払 64,000 円 /分割払 68,000 円（初刷，第２刷）．　89,000 円（第

９刷）．　113,000 円（第 12 刷）．　148,000 円（第 15 刷）．　親版を購入した客向

けに新編入の８点のみの特別セットも用意されたが，価格は不明． 

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは７点で，國木田獨歩『運命』，

幸田露伴『幽祕記』，島崎藤村『春』，田山花袋『時は過ぎゆく』，ビゴー『東

京藝者の一日』，武者小路實篤『或る男』，森鷗外『青年』．

【備考】：『作品解題』（あとがき）によると，「｢新選｣，｢特選｣，｢精選｣ を通し

46 「名著復刻＋五セット，六百万部に…」 『日本近代文学館』第 45 号（1978）による．
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て，名作初版本をもってする文学史的体系がほぼ完成することになる」らしい

から，新選 （1970）＋ 特選 （1971）＋ 精選 （1972）＝ 98 点 116 冊＋付録３点の

コレクションをもって，親版に代わる陣容が揃ったと図書月販は認識していた

ことになろう．1973 年 10 月の内容見本『｢名著複刻全集 近代文学館｣ 完結ご

案内』によると，図書月販創立 10 周年記念に３セットが専用書架付きで一括

払 216,000 円 /分割払 228,000 円で，また 1980 年５月にも 366,000 円でセット

販売されていた．

自選 1972 年 12 月１日　『日本名作自選文学館』　ほるぷ出版（発行）　

図書月販（販売） 　東京連合印刷他　《10 点 11 冊＋付録１点（自筆原稿）＋『別

冊』》．

【注記】　 図書月販（代表：中森蒔人）の創業 10 年と，ほるぷ出版（代表：

荒井正大）の５周年を記念する企画として，『名作自選日本現代文学館』が予

告されていたが，他社製品との名称の類似が判明したため，11 月に『日本名

作自選文学館』と改称し，12 月になって発売された．

　「内容見本」に刊行方針を読むと，現代日本文学を代表する 10 名の作家，

井上靖，井伏鱒二，大佛次郎，川端康成，里見弴，志賀直哉，丹羽文雄，野上

彌生子，武者小路實篤，山本有三が「後世に遺すべく自ら選んだ作品を収録」

し，作家本人が「作品の成立の経過と，自らの文学的生涯，文学観を披瀝した

自筆解説」を提供し，「装幀・挿絵を著者の指定する一流画家・装幀家に依頼」

したうえで，「印刷・製本界の最高の技術陣を動員して，現代出版界で望み得

る最も高度の印刷・造本を実現」させようとの意気込みで編集・制作された．

　過去の作品の再編集物であるから純然たる〝初版本〟とは呼び難いし，終戦

直後までの初版本を複製してきた一連のセット物とは少々趣きを異にして，い

わば 1972 年における再刊物であった．しかし大佛次郎，丹羽文雄，井上靖を

除いた７名は，既に『名著複刻全集』シリーズ以来収録されてきた作家たちで
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あり，ほるぷ社が存命の文豪たちから自薦ベスト作品と希望の造本を直接聴取

したうえで，採算を度外視して仕上げた「日本で初めての豪華な個性尊重選集」

を黙殺しては，却って本稿の趣旨に背くことになろう．

　 なるほど椀飯振舞で制作に臨んだようで，単独の刊行であれば売価が１万

円でも治まりそうもない豪華本ばかりが 11 点まとめて造られたことになる．

にもかかわらず，今のところ古書市場でその多くを 1,000 円前後で購入できる

のであるから驚かされる．ほるぷ社としてはその後も順調な社歴を築き上げて

いって第二弾や，第三弾を目論んでいたようであるが，残念なことに単発に終

わってしまった．

　 参考：『豪華愛蔵版 名作自選 日本現代文学館』（内容見本）図書月販．

【重版歴】：第２刷（1974 年５月１日）．それ以降については未確認．

【価格例】：一括払 55,000 円 /分割払 58,500 円（初刷）． 

【備考】：すべてがこのセットでしか入手できないオリジナル・タイトルである．

児② 1974 年 10 月１日　『名著複刻 日本児童文学館 第二集』　ほる

ぷ出版（発行）　東京連合印刷　《33 点＋『解説』》．

【注記】　 著者代表は福田清人で，『解説』の寄稿者は福田，瀬沼茂樹，滑川道

夫，藤田圭
たま

雄
お

，桑原三郞，岡田純也，鳥越信ほか．発行者：山浦喜三夫．

　  児① が第 18 刷（1974）を数えるに至った実績を踏まえて，児② が追随し

た．『解説』の巻頭に，「既刊 ｢名著複刻日本児童文学館｣ と互に補完しつつ，

ここに近代児童文学の精華をより網羅的総合的に供することができた」と，こ

の分野でのコレクションとしての完結を告げている．

【重版歴】：第２刷（1974 年 12 月）．第３刷（1976 年４月１日）．第４刷（1976

年 12 月 20 日）．第５刷（1977 年 11 月１日）．第６刷（1978 年 10 月１日）．第

７刷（1980 年７月 20 日）．それ以降については未確認．

【価格例】：不明．再版日が 児① のそれと一致しないので，児② は単独で販売
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されたはずであるが，定価を知り得ていない．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは 33 点ちゅう 24 点もあった．

すなわち，有本芳水『旅人』，石井硏堂『日本漂流譚』，泉鏡花『海戰の餘波』，

小山内薫『三つの願ひ』，川端康成『級長の探偵』，北原白秋『月と胡桃』，久

保田万太郎『一に十二をかけるのと十二に一をかけるのと』，佐々木邦『苦心

の學友』，島木赤彦『赤彦童謡集』，島崎藤村『眼鏡』，島村抱月『少年文庫』，

田山花袋『小さな鳩』，千葉省三『ワンワンものがたり』，『坪田譲治集』，德田

秋聲『めぐりあひ』，新
にい

美
み

南吉『花のき村と盜人たち』，野上彌生子『人形の望』，

槇本楠郞・川崎大治『小さい同志』，三木露風『眞珠島』，宮澤賢治『グスコー・

ブドリの傳記』，室生犀星『動物詩集』，文部省『教訓假作物語』，山本有三『戰

爭と二人の婦人』，與謝野晶子『八つの夜』．

【備考】：1984 年以降には縮小編成の 児選 が 1993 年頃まで販売され続けた．

漱石 1975 年 11 月 15 日　『名著複刻 漱石文学館』　名著複刻全集編

集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　ほるぷ（販売）　ほるぷ出版（製作） 　

東京連合印刷　《23 点 25 冊＋『解説』》． 

【注記】　 文学館発行の『日本近代文学館』第 12 号（1973 年３月 15 日）が報

ずるところでは，同年１月の理事会は，夏目漱石（1867－1916）のほか，永井

荷風，谷崎潤一郎，芥川龍之介，川端康也，堀辰雄たちの個人選集を，図書月

販（ほるぷの前身）と提携して複刻する計画を承認した．しかし，それらの

うち提携により実現したのは，この 漱石 と 1977 年の 芥川 だけで，その後に

日本近代文学館あるいは ほるぷ出版 の孰れかによって実現した個人選集は，

計画外の 小林 （1980），種田 （1983），夢二 （1985），太宰 （1992）であったが，

漱石 や 芥川 ほどには売れなかったようである．

　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表と ｢概説｣ の執筆は稲垣達郎．『解

説』ちゅうの「漱石と現代」の寄稿者は中村光夫，中野好夫，小田切秀雄，江
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藤淳であった．ほるぷ代表：中森蒔人．ほるぷ出版代表：山浦喜三夫．

　 準備に７年半が費やされたという 漱石 セットにおいて再現された造本上の

魅力について，『日本近代文学館』 第 28 号（p. １）は，

　漱石の初版本の特徴はとくに造本の見事さにあり，当時の出版関係者や橋口五葉，

津田青楓ら装幀挿絵を担当した画家たちの精魂を傾けたものが多い．そこには，自

装本として有名な『こゝろ』の装幀にもみられるように漱石の並々ならぬ気構えと

抜群のセンスが感じられる．複刻技術では経験豊かな制作スタッフも新しい困難な

問題にぶつかり研究をかさねた…

と，顧みて購読者の関心を掻き立てようとする．しかし『解説』の「あとがき」

によれば，漱石の初版本には，

　絢爛なのに比して，善本が少ないのは，褪色，金箔の剥落，製本の破損が，意外

に多いからである．重版本をも参照しながら，原形の追求確認につとめた．資料は，

用紙をはじめ特別に造ってもらったものが多い．原本の製本には，こんにちでは考

えられないほどの無理があるものが多いので，原形をくずさない範囲で，くふうし

てもらった．

とあるように，造本面での再現への苦労は一通りでなかったうえ，用紙の調達

においても同様な復元へのこだわりが発揮されていて，『解説』巻末の「複刻

製作の概要」によれば，既製紙 28 種に加えて，洋紙３種，和紙 14 種，布その

他２種を特漉きするという徹底振りであった．

　 同じ「概要」がさり気なく，「本文の異同については適当と考えられる他の

初版本より色合せ，一字象嵌等を行った．」と書き添えているが，それは各ペー

ジの「本文」での微妙な印字色を再現するための「色合せ」やムラの解消に気
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を配ったという含みであろうし，「一字象嵌」にしても，例えば「坊っちやん」

に初版時の誤植が残されたままであることから，誤植の修正
4

ではなく潰れた文

字を活字単位で象嵌修整
4

する細心さがあったと解しておきたい．そうした地道

な努力から自ずと生まれてくる制作者側の自信と反響への期待とが，初刷から 

漱石 を 10,500 組も印刷させたのであろう．

　 それでいて，漱石生前の単行本であり，しかも津田青楓の装幀であった『色

鳥』（新潮社 , 1915）と『金剛草』（至誠堂 , 1915）は，収録作品が重複すると

いう理由で，漱石 では複製されなかった．こうした方針は後続の個人作品集

でも踏襲されることになるのであるが，複製本が強味としたはずの装幀への愉

しみに対して経済性（採算）が優先されたせいで，残念なことである．

　ちなみに八木福次郎（1991）は，『色鳥』と『金剛草』も含めた漱石の全作

品を「初版本の大体美本の完本｣ で蒐集する場合の古書価を合算しており，約

1,400 万円と見積もっているが，それでも今から四半世紀も以前の相場であっ

た．とてもじゃないが，畏れ多くてペーパー・ナイフも入れられない．

　 参考：無名氏「｢名著複刻漱石文学館｣ が完成：すべての初版本を網羅して」 

『日本近代文学館』第 28 号  同館  1975 年 11 月 15 日  p. １．　同 「装幀の豪華

さ：｢名著複刻漱石文学館｣ の特徴」  同号  p. 11．　

【重版歴】：第２刷（1976 年６月１日）．第３刷（1979 年８月１日）．第４刷（1980

年１月 10 日）．第５刷（1981 年３月１日）．第６刷（1982 年２月１日）．それ

以降については未確認である．

【価格例】：114,000 円（初刷～第３刷）． 親版と重複する４点を除いた特別セッ

トは 95,000 円（同）． 148,000 円（第６刷）．

【備考】：他のセットで複製されなかったタイトルは，『英文學形式論』，『硝子

戸の中』，『木
ぼくせつ

屑録』，『切拔帖より』，『社會と自分』，『漱石詩集 印譜付』，『漱

石俳句集』，『文學評論』，『文學論』の９点． 

【備考】： 1984 年には規模を３分の２弱に縮小した 漱小 が発売された．また別
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系統の選集として，複製の底本を異にした ＲＤ（1979）と 漱選（2006）が販

売されたことがある．

【備考】：『漱石全集』第 27 巻（岩波書店，1977 年 12 月 19 日）所収の清水康

次「単行本書誌」（pp. 457－591）は頼もしい情報源．

芥川 1977 年７月１日　『名著複刻 芥川龍之介文学館』　名著複刻全

集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　ほるぷ（販売）　ほるぷ出版（製

作） 　東京連合印刷　《22 点＋『解説』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表：稲垣達郎．『解説』寄稿者：

山本健吉，中村光夫，瀬沼茂樹，中村真一郎，高橋英夫，吉田精一，小島政二

郞，佐多稲子ほか．ほるぷ代表：中森蒔人．ほるぷ出版代表：山浦喜三夫．

　 芥川（1892－1927）の没後 50 年，文学館の創立 15 年，開館 10 年に合わせ

ての刊行で，初刷では 3,500 組が印刷された．47

　『解説』によると，「芥川本には収録のダブるものが多く」，編成にあたって

は，「初収録の初版本から選んでいって，幾作品かは他とダブっていても他に

収録されていない作品のある初版本は必要」（p. 167）とする方針が採られたが，

収録作品すべてで重複する初版本は不必要とされて，生前刊行の作品集のうち

10 点少々が複製の対象から除外されたようである．

　 更に『解説』には，「漱石本が菊判を主としたのに比べ，芥川本は短編集，

随筆集に相応しく四六判を主としている．…装幀は自装（『羅生門』『傀儡師』）

もあるが，小穴隆一の関与したものが圧倒的に多く，芥川本の特徴を際立たせ

ている．」（pp. 168－69）との指摘や，用紙でも芥川は輸入品であったコット

ン紙や唐紙を好んだので，制作に当たっては既製紙 25 種では間に合わず，洋

紙３種，唐紙和紙 38 種，布その他 14 種を特漉きすることになったらしい．

47 『日本近代文学館』第 45 号（1978）より．　漱石 ほどには需要を見込めなかったか．
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　 参考：『名著複刻 芥川龍之介文学館』（内容見本）  ほるぷ  1977 年４月．　無名

氏 「豪華な初版を網羅：『名著複刻芥川龍之介文学館』」 『日本近代文学館』 第

38 号  同館  1977 年７月 15 日 p. ３．

【重版歴】：第２刷（1983 年７月１日）．それ以降については未確認であるが，

1985 年に中森が社長を退任しているので，第３刷は無かったと想像する．

【価格例】：115,000 円（予約特価）/ 119,500円48（初刷）．付録抜き 19 点特別セッ

ト 106,500 円（予約特価）/ 110,000 円（初刷）．　147,000 円（第２刷）．

【備考】：他セットに再登場しなかったタイトルは 20 点で，『梅・馬・鶯』，『影

燈籠』，『傀儡師』，『黄
  こうじゃく

雀風』，『湖南の扇』，『地獄變』，『支那游記』，『邪宗門』，『春

服』，『將軍』，『西方の人』，『大導寺信輔の半生』，『煙草と惡魔』，『澄江堂遺珠』，『澄

江堂句集』，『點心』，『鼻』，『百艸』，『文藝的な，餘りに文藝的な』，『夜來の花』

と，芥川 収録のほぼすべてがこのセット限りでの複製であった． 

【備考】：岩波書店も同年同月に第四次『芥川龍之介全集』全 12 巻を配本し始

めた．また，同第五次全集の第 24 巻（1998 年３月 27 日）に掲載された宮阪覺「年

譜」（pp. 35－244）と清水康次「単行本書誌」（pp. 245－347）は大変詳しくて

参考になる．一方，鷺只雄（編著） 『年表作家読本 芥川龍之介』（河出書房新社 , 

1992 年６月 30 日）は，伝記面の情報を時系列で整理して簡便．

ＲＤ 1979年７月15日　『復刻 初版本 夏目漱石文学選集』　日本リー

ダーズ・ダイジェスト社　共同印刷　《12 点 14 冊＋付録＋『漱石：人とその作

品』》．　実際には遅れて発売されたと推測されるが，奥付の発行日で記述した．

【注記】　 荒正人が監修した『復刻 初版本 夏目漱石文学選集』の刊行を日本

リーダーズ・ダイジェスト社が広告し始めたのは 1979 年２月 23 日であったら

しいが49，1975 年既刊の 漱石 から書影を盗用して 90 万部の内容見本が作成さ

48 当時新米教師であった筆者の月給と同額なので，高額さをストレートに実感できる．
49 内容や構成等についての情報は 1979 年２月 25 日付『朝日新聞』の全面広告に得た．
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れたのみならず，復刻本そのものも 漱石 から再複製されているとして，ほる

ぷ出版が２月 28 日に，次いで３月 13 日に日本近代文学館が，リーダイ社に対

する発行停止の仮処分を下す様に東京地方裁判所に申請した．

　それを承けて東京地裁民事二十九部は審尋を開き，４月 18 日の第二回審尋

の席で「ダイジェスト社は全面的に盗作版を引っ込める旨発言」した由である．

収録を予告されていた『道草』と『明暗』については，原本を装幀した津田

青楓の遺族が既にリーダイ社による復刻を拒絶しており，５月 29 日には大多

数の原本の版元であった春陽堂と岩波書店も ほるぷ出版に同調した結果，８

月 31 日に和解が成立し結審した．すなわち，既に出来上がっていた 11,500 組

から盗版を指摘された９点（９冊） 103,500 冊をリーダイ社において 1979 年 11

月末までに廃棄するというものであった．

　 したがって，市場に流通した ＲＤ 本は改めて原本を撮影して印刷し直され

た復刻本ということになる．結局『道草』と『明暗』は，荒執筆の『漱石：人

とその作品』に解説されているが，ＲＤ のセットには収録されなかった．

　 ＲＤ の奥付は発売日を７月 15 日にしているが，リーダイ社は受けていた

注文を一旦キャンセルしていたので，実際の発売は，和解を踏まえた再制作の

後であったとすれば，相当に遅れたであろうと想像される．文学館もその年の

８月１日に 漱石 の第３刷を，また翌１月 10 日に第４刷と矢継ぎ早に再版し

ているので，ＲＤ の方は年を跨いだ頃の発売だったかもしれない．

　 一見したところでは， ＲＤ での購入なら 漱石 に比べて 総額も３分の１し

か掛からなくてお買い得のような印象を抱かされるが，漱石 の 23 点 25 冊に

対して，ＲＤ では 12 点 14 冊＋付録１点と規模が小さく，実質的には 1.5 分の

１くらいの割安に過ぎない．更にその廉価である所以を訪ぬれば，例えば，総

じて開きが悪かったり，漱石 での『草合』が墨漆を塗り込んだ工藝品のよう

な表紙を再現させているのに対して， ＲＤ ではデザインを似せた黒色印刷で

済ませるといった違いに指摘できるかもしれない．『彼岸過迄』の印字や色合
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いも ＲＤ では 漱石 より幾分薄いし，『吾輩ハ猫デアル』の挿画の色合いにも

明らかな差異が認められる．

【重版歴】：春陽堂と岩波書店は２％の使用料を受け取って，リーダイ社による 

ＲＤ の販売を 1983 年末まで容認したが，重版には至らなかったのではないか．

【価格例】：34,800 円（分割払価格・現金価格とも）．

【備考】：付録の「夏目漱石肉筆原稿」４枚は ＲＤ でのみ入手できる．新聞広

告によるとペーパー・ナイフとブックエンドも景品に付けられたようである．

【備考】：こうした顛末についての情報を筆者は次の資料から得た．●『朝日新

聞』  1979 年３月１日～９月１日．●無名氏 「リーダイ社が館複刻版を無断使

用」 『日本近代文学館』  第 48 号  同館  1979 年３月 20 日  p. １．●同 「リーダ

ズ・ダイジェスト社盗作版を全面撤回」  同第 49 号 1979 年５月 25 日 pp. １－

３．●同 「ダイジェスト社の無断使用に対して岩波，春陽堂も提訴」  同第 50

号 1979 年７月 15 日 p. １．●同 「リーダイ社盗作版十万部・予約一万余を廃棄」 

同第 51 号 1979 年９月 20 日 pp. １& ４．●中村稔 「リーダイ事件の法律的な

意味」  同第 52 号 1979 年 11 月 15 日 p. ４．●その他．

連翹 1980 年４月１日　『名著複刻 詩歌文学館 連
れんぎょう

翹 セット』　名著

複刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　ほるぷ（販売）　ほる

ぷ出版（製作）　東京連合印刷　 《24 点＋付録１点＋『解説』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表：稲垣達郎．『解説』ちゅ

うの概説「日本近代詩の歴史」執筆者は山本健吉．ほるぷ代表：中森蒔人． 

　 明治初期から昭和 20 年頃までの「日本の近代詩歌・現代詩歌の新しい歴史

をひらいた数々の名作，今なお生き生きした芸術的生命を失わない詩・歌・俳

句各ジャンルの輝やかしい達成」（はじめに）と評価される作品のうちから，

これまでの名著複刻シリーズを通して 49 点が複製されてきた．

　そして今回は，近代・現代詩歌を体系的に捉えるにふさわしい規模に拡充す
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るため，新たなタイトルをもって増強した全 97 点 101 冊＋付録２点の編成を

組み，全４セットの『名著複刻 詩歌文学館』という新シリーズが計画された．

すなわち〝親版〟（1968 ～ 69）から復活させたタイトルを含めた『連翹セット』，

新選（1970） をベースにした『山茶花セット』，特選（1971）系の『石楠花セッ

ト』，精選（1972）系の『紫陽花セット』の４セットからなるという企画であっ

た．従って，この 連翹 がシリーズの第一弾に位置付けられることになる．

　 連翹 では，親版に収録されたまま絶版になっていたタイトルから 14 点を

復活させており，木俣修（1980）によると，「そのほとんどは今回改めてまた

それぞれ初版本から新しく複刻する」くらいの細心さを心掛けて制作された由

である．その 14 点に加えて，新たに 10 点＋付録１点が制作されて，明治期

10 点，大正期９点，昭和期６点という配分になった． 

　 往々にして詩歌集は発行部数が散文作品に比べて桁違いに少ないので，当

時でも初版ではせいぜい数百部しか印刷されなかった場合が多い．それだけに

装幀や造本には個人的な好みを出しやすく，より鮮明に詩人の思い入れが反映

される傾向にあった．それゆえに後世になって，美術的な側面から初版本が注

目されるようになっても，残存する部数が絶望的に少なくなっていたりする．

とはいっても，詩歌を鑑賞してみようとする読者にとって，その初版本を手に

できれば作品世界をより身近に捉えることができよう．大岡信（1980）のこと

ばを借りれば，

　それは詩歌が，たといどれほど不易なるものをとらえるべく腐心するにせよ，根

本において時代の懐ろからしか生まれないからである．そのことは一冊の詩歌集の

紙質，活字，行間・字間，見開き二ページにわたっての紙面のレイアウト，また言

うまでもなく装幀，造本その他の全体が，それの生みだされてきた一時代の息づか

いを示しているということである．
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　作品が生まれた時代の「息づかい」は，後世の現代的に編集された詩集や画

一的な文庫本の白っぽいページからは甦り難いであろうが，初版本の手触りが

援けとなって，作品が保存してきた「不易なるもの」が現代人の感性において

再生され易くなるであろう．それはちょうど，音楽でも専門家（≒詩人）なら

ば楽譜（≒本文）があれば曲（≒不易なるもの）を味わえようが，平均的な音

楽愛好者には実際の音（≒初版本）が必要なのと同断であろう．複製でもいい

から初版本を繙きたい所以である．

【重版歴】：事例を見ず．

【価格例】：87,500 円（1981 年１月），親版との重複分を除いた 10 点＋付録１

点の特別セットは 48,000 円（同）．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは，飯田蛇笏『山廬集』，北川

冬彦『檢溫器と花』，木下利玄『紅玉』，島木赤彦・中村憲吉『馬鈴薯の花』，

釋超空『春のことぶれ』，高橋新吉『ダダイスト新吉の詩』，高濱虛子『虛子句

集』，武者小路實篤『無車詩集』，山川登美子・增田雅子・与謝野晶子『戀衣』，

若山牧水『海の聲』の 10 点であった．

小林 1980 年４月５日　『初版本による複刻全集 小林多喜二文学館』　

ほるぷ出版（発行）　東京連合印刷　《16 点＋付録２点＋『解説』》．

【注記】　 監修：蔵原惟
これひと

人（著者代表），手塚英孝，小田切進（日本近代文学館

代表）．発行者代表：中森蒔人．

　 松本清張は「プロレタリア文学のリアリズムは多喜二によって牽引され，

当時の読書界を風靡する．プロ文学が単なるプロ文学でなく ｢文学｣ の資格と

権利を獲得したのは多喜二によってである．」（内容見本）と，多喜二の文学性

を評価していた．しかし『解説』によると，多喜二は，「地主や資本家の搾取

と圧迫の背後にある当時の帝国主義的な天皇制国家権力の問題」（p. ７）を日

本近代文学史上初めて正面から取り上げたために，築地署で特別高等警察によ
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る拷問を受けることになり，1933年２月20日に死に至らしめられた．そのため，

彼の作家としての経歴は 1929 年から起算して５年にも及ばなかった．

　 更に『解説』で，蔵原は「すぐれた文学作品は，それを生んだ…時代，そ

の社会の背景と空気のなかで読まれる必要があります．この意味で，小林多喜

二の作品を戦前の原形のままの姿で忠実に復刻する ほるぷ出版のこの新しい

全集 ｢小林多喜二文学館｣ は，はげしい弾圧のなかで生き，たたかい，死んでいっ

た彼の文学を愛好し，研究する者にとって見逃すことのできないもの」（p. ２）

になると，初版本を「すべてを収め，外国語版や追悼特集号をことごとく網羅」

（p. 147）した 小林 セットに，歴史の記録文書としての価値を強調している．

　 当然のことながら，16 冊あった彼の著述も当初から厳しく弾圧された．多

くが発禁処分に付され，図書館での閲覧が禁止され，図書館も所蔵本を処分す

るよう要請されたくらいであった．それでも地下販売網を通して広く読まれた

ようであるが，所持するだけで拘禁の理由にされたくらいであったので，読後

に保存されることはほとんどなかった．そのため複製にあたっては，写真製版

によるオフセット印刷を基本としながらも，原本での汚損が進みやすい表紙な

どでは，その都度手作業でのトレースで復元を試みねばならなかったそうであ

る．また，作品を作品として読むために欠かせない「伏字・削除復元表」が，『定

本小林多喜二全集』（新日本出版社 , 1968 ～ 75）に依って，セットの『解説』（pp. 

153－223）に作成・収録されている．

　 参考：『初版本による複刻全集 小林多喜二文学館』（内容見本） ほるぷ 1980

年６月．

【重版歴】：第２刷（1980 年７月 20 日）．それ以降については未確認．

【価格例】：一括払 47,000 円 /分割払 51,000 円（1980 年６月）．

【備考】：『蟹工船』以外のタイトルは他のセットで複製されなかった．
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山茶 1980 年 12 月 20 日　『名著複刻 詩歌文学館 山
さ ざ ん か

茶花セット』　

名著複刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　ほるぷ（販売）　ほる

ぷ出版（製作）　東京連合印刷　《25 点＋『解説』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表：稲垣達郎．『解説』所載

の概説「日本の近代詩」は吉田精一が執筆．ほるぷ代表：中森蒔人．

　 新選（1970）から復活させたタイトルをベースにしているが，新編入の作品

では装幀の保存状態の良い原本がほとんど残されておらず，当時の古書価でも

10 万円以上するような稀少性の高い初版本を多く収録することになった由で

ある．その結果，25 点の詩歌集のうち 15 点が新たに組み入れられたタイトル

となり，「すでに〈新選版〉で経験済みの『みだれ髪』『一握の砂』など十点も，

あらためて厳しく照合点検され，細心な努力が重ねられて」いるそうである．50

時代別には，明治９点，大正８点，昭和８点という編成になる．

　 詩歌集には造本でも趣味的な側面の強い本が多く，このセットでも資材の

調達では難問が目白押しに発生して，用紙では和紙・洋紙・クロスその他が

101 種にのぼり，更には「型押し・ロール掛け・どうさキラ引き・合紙といっ

た特殊加工」（p. 184）も必要になったり，用紙に風合や色をベタ印刷して再

現するという裏技に訴える場合もあったらしい．

【重版歴】：事例を見ず．

【価格例】：114,000円（1980年11月）．15点の特別セット76,000円（1981年１月）．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは，安西冬衞『軍艦茉莉』，伊
い

良
ら

子
こ

清白『孔雀船』，尾上紫舟・金子薫園『叙景詩』，金子光晴『鮫』，久保田

万太郎『道芝』，千家元麿『自分は見た』，土屋文明『ふゆくさ』，中勘助『琅

玕』，中西梅花『新體梅花詩集』，中原中也『山羊の歌』，日夏耿之介『轉身の頌』，

正岡子規『子規句集』，村野四郎『體操詩集』，山口誓子『凍港』の 14 点．

50 『近代日本文学館』第 59 号（1981） p. ３.　および吉田精一（1981）から．
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石楠 1981 年 12 月１日　『名著複刻 詩歌文学館 石
しゃくなげ

楠花セット』　

名著複刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　ほるぷ（販売）　ほる

ぷ出版（製作）　東京連合印刷　《25 点＋『解説』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表：稲垣達郎．『解説』の概

説「近代短歌の史的展望」を執筆したのは木俣修．ほるぷ代表：中森蒔人．

　 特選（1971）から復活させた 11 点に 14 点を新たに加えて，明治期８点，大

正期８点，昭和期９点という編成．

　 特選 からの復活分についても，今回は「改めて蒐集した原本に当り，可能

な限り手直し」がなされたが，新登場の 14 点には，どの原本にもどこか異な

るところの見出される『堀辰雄詩集』や，釋超空の『古代感
かんない

愛集』とか，ある

いは山羊一頭から４冊分しか採れない「ヤンピー吟うら特染」で装禎した西條

八十の『砂金』のように凝った造本の初版本も敢えて選ばれて複製された．51

【重版歴】：事例を見ず．

【価格例】：126,000 円（1982 年３月）．新 14 点のみの特別セットは 88,000 円．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは，會津八一『 南
なんきょう

京 新唱』，

『小
お

熊
ぐま

秀雄詩集』，『川端茅
ぼうしゃ

舎句集』，木下杢太郎『食後の唄』，西條八十『砂金』，

釋超空『古代感愛集』，西脇順三郎『Ambarvalia』，林芙美子『蒼
あおうま

馬を見たり』，

『平戸廉吉詩集』，『堀辰雄詩集』，正岡子規『竹の里歌』，丸山薫『帆・ランプ・

鷗』，室生犀星『愛の詩集』の 13 点．

紫陽 1983 年８月 30 日　『名著複刻 詩歌文学館 紫
あ じ さ い

陽花セット』　

名著複刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　ほるぷ（販売）　ほる

ぷ出版（製作）　東京連合印刷　《23 点 27 冊＋付録１点＋『解説』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表：稲垣達郎．『解説』の概

51 『近代日本文学館』第 65 号（1982） p. ３.　および福田清人（1982）から．
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説「近代俳句の史的展望」を執筆したのは村山古郷．ほるぷ代表：中森蒔人． 

　 精選（1972）から復活させた６点に，新たに 17 点 21 冊＋付録１点を編入さ

せて，時代別では明治９点 13 冊，大正８点，昭和７点，分野別では漢詩集１

点２冊，歌集３点，句集５点８冊，詩集 15 点という編成．

　『詩歌文学館』の４セット（1980 ～ 83）を揃えると，それだけで 97 点 101 冊

＋付録２点となり，当初の目論み通り，「今なお生き生きした芸術的生命をも

つ詩・歌・俳句各ジャンルの輝かしい達成」（はしがき） を網羅したことにな

るのであろう．しかし需要の見込まれる領域ではないために価格設定が割高に

なっており，全セットを購入するには 50 万円以上が必要であった．52 そのせい

か重版もされなかったようで，現在の古書市場には複製とは思えない値付けの

されたタイトルも少なくない．それだけに，他社から同じ初版本が複製・復刻

されている事例を比較的よく見掛けるようである．

【重版歴】：事例を見ず．

【価格例】：186,000 円．重複を除いた特別セットで 158,000 円もしたから，精選 

からの再刊組が１点 5,000 円平均なら，新登場組は 10,000 円にもなった計算に．

【備考】：しかも，新登場組の 17 点 21 冊＋付録１点は他セットでは全く複製さ

れなかった．すなわち『石田波郷句集』，伊東靜雄『わがひとに與ふる哀歌』，

岩野泡鳴『闇の盃盤』，大手拓次『藍色の蟇
ひき

』，尾崎放哉『大空』，草野心平『第

百階段』，佐々木信綱『思草』，瀧井孝作『折
せっさい

柴句集』，デヴィソン『讃美のうた』，

『富永太郎詩集』，中野逍遥『逍遙遺稿』，堀口大學『月光とピエロ』，正岡子規・

河東碧梧桐・高濱虛子『春夏秋冬』，村上鬼城『鬼城句集』，八木重吉『秋の瞳』，

山村暮鳥『聖
せいさんりょうはり

三稜玻璃』，與謝野寛『相
あいきこえ

聞』，吉田一穂『海の聖母』は，稀少性

が高く要観察書目になるであろう．

52 同じ頃に筆者が商売柄購入した全 102 巻の『英文學叢書』（研究社出版 , 1982 年６月
～翌５月）が 42 万円で非常勤先の年俸で足りなかった．素人を寄せ付けない価格である．
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種田 1983 年 12 月１日　『種田山頭火句集』　日本近代文学館（編集）　

ほるぷ出版（刊行）　東京連合印刷　《７点＋『解説』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進 . 『解説』執筆者：小田切，大山澄
すみ

太
た

，近
ちか

木
き

黎
れいれい

々

火
か

，瓜生敏一．ほるぷ出版代表：中森蒔人．

　  行
ぎょうこつ

乞しながら自由律俳句を詠み，俳友たちの温情に支えられて放浪の生涯

を送った山頭火（1882－1940）については，当初の予定では句集が『名著複刻

詩歌文学館』（1980 ～ 83）シリーズに収録される予定であったらしい．しかし

初版本に相当する７点は手造りの趣きに溢れる私家版であり，しかも折り本仕

立てだったので，制作に際して一部ずつ手で折り畳む作業を要した．それでは

コストが嵩み過ぎるということから，種田本だけで独立したセットが編成され

ることになった．市場ではひと頃の山頭火ブームも沈静化しつつあったので，

480 組＋非売 20 組という少部数に限定して制作されることになった．53 それで

複製本とはいっても，今日古書でお目に掛かることは減法少ない．

　 原本は当時でも 200 ～ 300 部くらいしか造られなかったらしく，また山頭

火には句集中の一句を添えて扉の見開きに毛筆で自署する習慣があったので，

原本が古書市場に出れば桁違いの値が付けられよう．54 但し最晩年に彼は，そ

れまでの私家版７点から 701 句を選んで『草木塔』という同じ書名を付けた句

集も拵えており， 1940 年４月 28 日に 700 部のみが八雲書林から出版された．

それが生前に公刊された唯一の自選句集となった．55

　 参考：無名氏 「種田山頭火の稀覯句集七巻を限定複刻」 『日本近代文学館』 

同館 第 76 号 1983 年 11 月 15 日 p. １．　瀬戸内晴美 「いま，なぜ山頭火か」 

同号 p. ５．　山本健吉 「『山頭火句集』複刻に寄す」 同号 p. ５．

【重版歴】：事例を見ず．

53 ７点×500 部＝3,500 部になり，作業の最少単位もこの辺りだったのかもしれない．
54 八木福次郎（2007）によると，1991 年 12 月時点の古書相場は各 20 万円（p. 244）．
55 日本図書センターが，新字体で「初刊のデザインの香り」を再現しようとした〝愛蔵
版句集〟ちゅうの『草木塔』（2000）は，複製ではないが八雲書林版を原本にしている．
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【価格例】：78,000 円． 

【備考】：全タイトルがこのセットでしか複製されなかった．

【備考】：ほるぷ出版が制作した同じく折り本仕立ての『解説』によると，７点

の私家版に収録されたのは 1925 年３月～ 1939 年９月に詠まれた作品の一部で

しかなく，彼の生涯の作品数に照らせば「九牛の一毛」（p. 27）に過ぎないら

しい．春陽堂から出されている『定本 山頭火全集』全７巻（1972 ～ 73）や『山

頭火全集』全 11 巻（1986 ～ 88）などの方が安価でよほど扱い易いので，差し

あたりは現代版で親しんでみるのも便法であろう．

児選 1984 年６月１日　『名著複刻 日本児童文学館 名作選』　ほるぷ

出版（発行）　東京連合印刷　《26 点＋『解説』》．

【注記】　 著者代表：福田清人．『解説』への寄稿者：福田，滑川道夫，鳥越信，

藤田圭
たま

雄
お

．発行者：中森蒔人．

　『解説』によれば「日本の児童文学史を語る上で欠かせない重要な作品」を，

また内容見本によれば「黄金期・大正から昭和前期の名作」を，児① と 児② 

収録の合計 66 点のうちから厳選した 26 点のセット．

　 参考：『日本児童文学館』（内容見本）  ほるぷ  1993 年６月．

【重版歴】：第２刷（1993 年８月 25 日）．それ以降については未確認．

【価格例】：89,500 円（初刷）．　135,000 円（第２刷）．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは無い．

【備考】：このセットから 秀選（1984）までの半年間に，ほるぷ出版は旧商品

の再編成を繰り返しており56，夢二 を世に出した 1985 年をもって，中森は ほ

るぷ の社長を退任することになった．

56 こうした印象は筆者（藤井）の管見でしかない．同社はこの頃，The Osborne 
Collection （1979 ～ 84），The Berlin Collection （1982），The Opie Collection （1992），
同 Part Ⅱ（1996）といった海外児童書の複製も併行して手掛けていたので，社長の交代
があったからといっても複刻事業から完全に撤退していたとは限らないのであろう．
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珠① ～ 珠⑬ 1984 年７月 20 日～ 1985 年８月 20 日　『名著初版本

複刻珠玉選』　日本近代文学館（刊行/編集）　ほるぷ出版（製作）　ほるぷ/ほ

るぷ総連合（販売）　東京連合印刷　《13 セットにして分売，35 点 37 冊＋①お

よび③に付録各１点 》．

【注記】　 販売者代表：中森蒔人．但し，1985 年に中森は社長を退任している．

　 文学館の理事長小田切進は「刊行のことば」で，ここに「順次刊行される

作家個別のシリーズは，その数百点中からとりわけ貴重な，まさに〈精髄〉と

もいうべきものを厳選して編んだ傑作集です．ここ二十年間，つねに熱望を寄

せられながら実現できなかった刊行形式です．」と，究極のセットが再刊され

ることを請け合っている．更にこうした言い回しからは，文学館としても主要

作家の主要作品をそろそろ複製し了えたという認識にあるとのニュアンスも伝

わってくる．そのせいか，初版本を新たに複刻しようという気運が『詩歌文学

館』（1980 ～ 83）の完結した頃から失われ始めているようにも思われる． 

　 巻建ては以下の通りで，収録作品については本稿の「複刻作品リスト」に

明示される．①『［作品名］ 夏目漱石著』（1984 年７月 20 日，25,800 円）．②

『…芥川龍之介著』（９月 20 日，28,800 円）．③『…谷崎潤一郎著』（10 月 20 日，

28,800 円）．④『…島崎藤村著』（11 月 20 日，18,800 円）．⑤『…森鷗外著』（12

月 20 日，28,800 円）．⑥『…北原白秋著』（1985 年１月 20 日，28,800 円）．⑦

『…石川啄木著』（２月 20 日，18,800 円）．⑧『…萩原朔太郎著』（３月 20 日刊，

25,800 円）．⑨『…宮澤賢治著』（４月 20 日，18,800 円）．⑩『…川端康成著』（５

月 20 日，25,800 円）．⑪『…志賀直哉著』（６月 20 日，18,800 円）．⑫『…永

井荷風著』（７月 20 日，25,800 円）．⑬『…夏目漱石著』（８月 20 日，25,800 円）． 

　 作品毎に解説用小冊子が添えられており，一部では解説者が改められてい

る．解説の執筆者名についても，やはり「複刻作品リスト」に記しておいた．

【重版歴】：事例を見ず．　但し，⑤『…森鷗外著』を見掛ける機会が比較的多

いので，個別に増刷していたかもしれない．それにしても定番的なタイトルが
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一冊１万円見当の価格設定では，当時形成されつつあった古書市場での実勢価

格に太刀打ちできなかったであろう．

【価格例】：装幀によりコストに差があって，18,800 ～ 28,800 円と幅があった．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは無い．

【備考】：セット①には，『吾輩ハ猫デアル：夏目漱石著』の刊行を記念して，

青銅風のペーパー・ナイフが添えられている．SONY（2002）でもほぼ同仕様

の景品が配布されていたが，ほるぷ社製の堅牢な複製本と格闘するには頃合い

の重量感で使い勝手も良い．③にも谷崎が愛用したとされるペーパー・ナイフ

を兼ねた文鎮が「倚松弾琴」の刻印入りで複製されている．

漱小 1984 年９月 20 日　『名著複刻 漱石小説文学館』　名著複刻全集

編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　ほるぷ（販売）　ほるぷ出版（製作） 　

東京連合印刷　《14 点 16 冊＋『解説』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表：稲垣達郎．『解説』への

寄稿者：稲垣，中村光夫，中野好夫，小田切秀雄，江藤淳，原弘，津田青楓，

荻原井泉水，藤浪和子，野上彌生子．ほるぷ代表：中森蒔人．

【重版歴】：第２刷（1988 年３月 25 日）．第２刷奥付では，ほるぷ代表は金子有．

【価格例】：98,000 円（1984 年７月）．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは無い．

【備考】：岡本一平（画） 『漫画 ｢坊ちゃん｣ ｢草枕｣』  ほるぷ  1984 年９月 25 日 

《116 × 79㎜ /103 頁》．　『漱石名作漫畫』（1975?）を改版した豆本で，３頁の「解

説」も挿み込まれているが，奥付には売価表示が無い．やはり 漱小 の販売促

進に呼び起こされたのであろう．漱小 の『解説』にも言及は無い．

秀選 1984 年 12 月１日　『秀選 名著複刻全集 近代文学館』　名著複

刻全集編集委員会（編集）　日本近代文学館（刊行）　ほるぷ（販売）　ほるぷ出版

（ 52 ）

　 1198 　



（製作）　東京連合印刷　《14 点 20 冊＋付録１点＋『作品解題』》．

【注記】　 文学館代表：小田切進．編集委員会代表：稲垣達郎．『作品解題』

の「近代文学史展望」を執筆したのは瀬沼茂樹．ほるぷ代表：中森蒔人．

　 親版に収録されていながらコストや技術的問題があって絶版にされていた

10 点を復活させ，新たに４点と付録１点を加えて，明治期６点，大正期４点，

昭和期４点の編成となったが，規模から見ても，秀選 は新奇さに欠ける地味

なセットとなった．中森の社長退任を翌 1985 年に控えて，17 年に及んだ文学

館と共同の複刻事業は 秀選 をもって終わったと思われる．

【重版歴】：第２刷（1985 年 11 月１日）．それ以降については未確認． 

【価格例】：不明．　４点だけの特別セットもあったようである．

【備考】： 秀選 に新登場した４点＋付録１点は他セットで複製されなかった．

すなわち，芥川龍之介『水
す い こ ば ん き

虎晩帰之圖』，島崎藤村『千曲川スケッチ』，谷崎潤

一郎『異端者の悲み』，武者小路實篤『友情』，夏目漱石『三四郎・それから・門』．

　『解題』（p. 112）によると，『名著複刻全集』がスタートした「昭和 43 年以来，

日本近代文学館が刊行した複刻本 269 点 310 冊に達している」由であるが，重

複を除き付録を含めた総点数という計算であろう．勿論この数字には，ほるぷ

出版が独自に企画・販売してきた 200 点近い複製本は算入されていない．

夢二 1985年３月15日　『初版本複刻 竹久夢二全集』　ほるぷ出版（発

行） 　東京連合印刷　《第一期 29 点＋『解題』/ 第二期 28 点》．

【注記】　 監修：夢二会．編集協力：長田幹雄，竹久不二彦，真田芳夫．発行

者：中森蒔人（社長としての最後の仕事だったのではなかろうか）．

　 二期すなわち２箱に分けられたのは，点数が多くて製作に手間取ったこと

と，販売の便宜を考えてのことであったらしい．但し，配本に時差があったか

どうかを筆者（藤井）は確認できておらず，取り敢えず第一期『解題』の奥付か

ら発行日を記述した．
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　 準備に３年余を費やして，夢二（1884－1934）生前の全著作 57 点すべてを

初版本から複製したセットというのであるが，彼自身がすべての文章を書き，

すべての装幀を担い，ほとんどすべての挿絵を描いたのであるから，この全集

は「夢二の全体像をみごとに示す仕事」（序文）として注目されたらしい．

　 別冊の『解題』を執筆したのは，岩波書店専務の経歴を有し，夢二研究で

は〝文献派〟の第一人者として知られた長田幹雄（1905－97）であった．いわ

ゆる〝夢二本〟を全 57 点と数え上げてナンバリングを施した人物である．57 し

かし健康上の理由から，この『解題』では第１～ 28 番までが執筆されたとこ

ろで中断してしまった．夢二本の半数が解説されないままで発売され，何の後

始末も無かったようであるから，異常事態との印象は免れない．ほるぷ出版の

側に（社長交代も含めた）切迫した事情があったのであろう．それで，筆者（藤

井）としてはやむを得ず，長田が『解題』で言及していた自著の『夢二本』（日

本古書通信社 , 1974 年５月１日）に断片的情報を拾い集めた．

　 参考：『初版本複刻 竹久夢二全集』（内容見本）　ほるぷ　1985 年印刷（?）．

【重版歴】：事例を見ず． 

【価格例】：378,000 円．　内容見本には第一期と二期を併せた定価表示しかない

ので，分売されなかったのかもしれない．

【備考】：『あやとりかけとり』，『童話集 春』，『どんたく』の３点のみが既に他

のセットで複製されていた．

【備考】：ほるぷ出版は，夢二 に半年先行させた 1984 年９月 20 日に，夢二生

誕百年および没後五十年記念として竹久不二彦・真田芳夫（編）『ほるぷ 夢二美

術館』を刊行していたが，これは絵画のみの２冊本画集で重さが 10㎏を超え

57 長田幹雄（編）「竹久夢二著作目録」は，既に「竹久夢二年譜」と共に，『本の手帖』
第７巻２号（昭森社 , 1967 年４月１日）に掲載されていた．彼は『夢二と私』（日本古
書通信社， 1998 年１月 10 日）で，夢二の仕事の総量を，新聞・雑誌掲載に描いた絵 2,447
点，コマ絵・挿絵等 5,492 点（カットを除く），文章 805 篇，詩 346 篇，歌 433 首，俳句
374 句，肉筆画 827 点と数え上げてもいた（pp. 43－46）．

（ 54 ）

　 1200 　



る大型本（540 × 375㎜）であった．

　関連書籍は多いが，例えば『竹久夢二文学館』９巻＋別巻（日本図書センター，

1993）は，生前の単行本から夢二の文章のすべてを抜き出し，ジャンル別に

再編成して新字体漢字で収録している．木村毅による『竹久夢二』（明治文献 , 

1975）は，いわゆる〝夢二式美人〟が輪郭を鮮明にするまでの夢二の画業を辿

りながら，雑誌に登場した単行本収録以前のコマ絵も転載している．青木正美

の『日記蒐集譚』（私家版 , 1985）ちゅうの「古本屋から見た夢二」（pp. 329－

75）からは，初版本や一点物についての 1965 ～ 80 年当時における業者間の古

書市での落札価を垣間見ることができる．

太宰 1992 年６月 19日　『名著初版本複刻 太宰治文学館』　日本近代

文学館（編集/刊行）　亜細亜印刷 /江川堂印刷　《31 点＋付録１点＋『解説書』》．

【注記】　 創立 30 周年を迎えた日本近代文学館により編集され刊行されたセッ

トであり，文学館代表は小田切進．『解説書』への寄稿者：奥野健男，黒井千次，

高橋英夫，石上玄一郎，木山みさを，竹之内静雄，野原一夫ほか．

　 同じく創業 30 周年になるはずの ほるぷ の社名が奥付には記されていない．

中森蒔人が 夢二 を刊行した 1985 年に社長を退任して，ほるぷ /ほるぷ出版

がそれを機に日本近代文学館と共同の複刻事業から撤退した証左であろう．つ

まり 太宰 は，文学館名儀で単独で制作された複刻版個人作品集になる．58

　 太宰 に収録されているうち，雑誌である『細胞文藝』（1928）と，二次出

版本になる『駆込み訴へ』（1942）および『富嶽百景』（1943）を除いた全点，

すなわち没後発売になった『地主一代』（1949）も含めた 29 点が，太宰作品の

初出単行本のすべてということになるそうである．

　『解説』（pp. 72－73）によると，太宰の執筆活動は太平洋戦争を跨いだので，

物資不足と統制から用紙の質が劣るようになり，そのうえ職人が徴兵されて内
58 岡本太郎デザインの文学館のロゴマークが並製で質素な『解説書』の奥付に見られる．
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地での製本技術が低下して造本も華奢になってしまい，結果として残存する美

本は極めて少ないらしい．そのために，多数の原本を突き合わせて復元しなく

てはならない部分が多かったにもかかわらず，「本文学館に収録した本を揃え

ることは，まず不可能」といえる水準にまで仕上げられたそうである．確かに，

一冊一冊を手に取ると，みずみずしい情感に游ぶ余裕を持てない時代性が造本

や紙質から伝わってくるようである．

　 参考：無名氏 「｢太宰治文学館｣ 刊行」 『日本近代文学館』 第 128 号 同館 

1992 年７月 15 日 p. １.　津島美智子 『増補改訂版 回想の太宰治』 人文書院 

1997 年８月 30 日．

【重版歴】：事例を見ず． 

【価格例】：126,000 円（税込）．

【備考】：『人間失格』と『晩年』を除いて他セットでは複製されなかった．

【備考】：山
やまのうち

内祥
しょうし

史による「書誌」が『太宰治全集』別巻（筑摩書房，1992 年

４月 24 日）に収録されている（pp. 389－456）．

SONY 2002年 10月１日～2004年１月１日　『初版本複刻 近代文学の名作』　

日本近代文学館（編集/刊行）　ほるぷ出版（制作）　共同印刷（印刷製本）　《21

点 23 冊》．

【注記】　 文学館代表：中村稔．編集委員：黒井千次，高橋英夫，十川信介． 

　 加除式「解説」カードを収納するためのホルダーに Sony Family Club の

商品であることが僅かに示されている．文学館が販売者を新たに選定し，共同

印刷に製品を供給させたのであろう．但し，もともとの制作に関わった ほる

ぷ出版 だけは奥付に社名を残している．

　 毎回１～２冊ずつ配本され，16 回で完結した．各作品の解説者名について

は，本稿の「複刻作品リスト」に記した通りである．また初回配本には，ホルダー

の他に，小田切進による講演 CD ２枚（130 分）と，「緑青仕上紙刀」が景品
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として同梱されている．珠① に付けられたペーパー・ナイフとほぼ同じ仕様で，

堅牢仕立ての複製本相手には頃合いの重量感があって使い勝手もよろしい．

【重版歴】：事例を見ず．

【価格例】：不明．広告は打たれたはずであるが，筆者には見出せていない．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは無い． 

漱選 2006 年６月以前　『復刻版 夏目漱石選集』　春陽堂書店（発行）　ユー

キャン（企画 /販売）　大日本印刷（印刷）　《８点＋『鑑賞の手引き』》．

【注記】　 復刻版用奥付に刊行日や価格が表示されていないのは，ユーキャン

（U-CAN）が通信販売用にストックしていたためかもしれない．刊行日につい

ては，国会図書館 OPAC が記録採取日を 2006 年６月 13 日としているから，

それ以前なのであろうが未確認．ちょうど 2006 年４月は「坊っちゃん」が雑

誌『ホトトギス』に掲載されて 100 年目になるので，それを当て込んだ企画で

あったとも想像できる． 

　 橋本五葉が装幀した漱石本は 15 点あり，そのうち９点が春陽堂から出版さ

れたが，この 漱選 では『切抜帖より』を除いた８点が複製されている．別冊

の『鑑賞の手引き』は原色図版を多用して「夏目漱石と橋口五葉」や「初版の

装丁とその復刻の工程」や「作品解説」を掲載し，初版本に対する「正誤表」

も作成されているので，有益な一冊なのであるが，明示されている執筆者名は，

妻が漱石の孫にあたる作家半藤一利と春陽堂の和田佐和子社長だけであった．

　 五葉のデザインを写した絵葉書と栞が各８枚入った封筒と木製書架が同梱

されている．

【重版歴】：事例を見ず．

【価格例】：59,000 円（間接的情報）． 

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは無い．

【備考】：ユーキャンの主要顧客である女性は古書を好まない傾向にあるので，
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古書相場を度外視した強気の価格設定をしたようである．しかし現在 漱選 を

あまり見掛けないことから，商品としては短命だったのではないか．

【備考】：『草合』の表紙で，漱石 は和紙に黒漆を塗って複製していたが，この 

漱選 では新たな印刷法を工夫したそうで光沢ある黒色に仕上がっている．な

お，『鶉籠』，『草合』，『門』，『彼岸過迄』を並べての印象としては，前３点に

ついて 漱選 は，漱石 や ＲＤ とは別の底本から複製しているようである．系

統を異にした漱石集が存在するという情報も参考になろうから，本稿後半の「複

刻作品リスト」に 漱選 も含めた．

【備考】：山崎安雄『春陽堂物語』（春陽堂，1969 年５月 30 日）において，明

治文壇人とりわけ漱石との関わりが pp. 197－228 に面白く紹介されている．

CatH 2006 年６月１日～ 2007 年３月１日　『初版本複刻 近代文学

の名著』　日本近代文学館（編集/刊行）　カタログハウス（発売）　ほるぷ出版

（制作）　共同印刷（印刷製本）　《10 点》．

【注記】　 文学館代表：中村稔．編集委員：黒井千次，十川信介，中村．発売

代表者 : 斎藤駿．

　 毎月の配本で，各作品に加除式「解説」カードが付された．作品解説者名

は本稿の「複刻作品リスト」に記した通りである．SONY で編成したセット

を半分規模にして，販売者も替えて，もう一度市場から購買者を浚い上げよう

とした企画のようで，これも一巡のみ 10 ヵ月の寿命だったようである．

【重版歴】：事例を見ず．

【価格例】： 59,724 円（税込 , 未確認）．

【備考】：他セットで複製されなかったタイトルは無い．
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　以上で各セットの概要に触れ終えたので，次頁59 から 185 作家名を五十音順

に配列し，各作家の下位区分として約 480 点の書名を同様に配列した「複刻作

品リスト」を提示したい．併せて，蒐書の参考になりそうな〝マメ情報〟を添

えたが，門外漢が手近な資料を引っ繰り返して寄せ集めたメモ程度であること

を予め白状しておく．選別しながら参考にして頂ければ幸いである．

59 枚数が掲載枠を超過したため，「複刻作品リスト」は『人文論叢』第 50 巻１号に，（II）
として掲載される予定になっている．
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参 照 文 献（抄）
～本稿全体に関わる主たる資料のみ～ 
（著者名：五十音順→タイトル：刊行順）

　再度触れておくと，ほるぷ出版が複製に関わってきたセットには，別冊の立

派な『作品解題』とか『解説』とかが 20 冊少々作成されてきた．各初版本に

ついての書誌的情報や周辺的事情の概要を得たければ，この一連の別冊が手っ

取り早い情報源になるであろう．販売数の多かったセットにあってはタダみた

いな価格で古書市場に転がっているし，稀少な別冊ならボツボツ買い揃えてい

くのも愉しみのうちになろう．それまでは所蔵図書館に頼るという方便もある．

伊藤　整　「現実となった ｢名著複刻｣」　『名著複刻全集  近代文学館  出版

ニュース』　第８号　図書月販　1968 年 11 月１日　p. １.

稲垣達郎　「文学館複刻雑談」　『日本古書通信』　第 42 巻３号　同社　1977 年

３月 15 日　pp. ２－３．

稲垣達郎　「粒選りで体系的に：『名著複刻 詩歌文学館』刊行によせて」　『日

本近代文学館』　第 54 号　同館　1980 年３月 15 日　p. ４．

大貫伸樹　『装丁探索』　平凡社　2003 年８月６日．　特に第一部（pp. ７－179）．

大岡　信　「近代日本の詩の総体」　『日本近代文学館』　第 54 号　同館　1980

年３月 15 日　pp. ２－３．

岡野裕行　「文学館の ｢出版社的機能｣ に関する考察」　『情報メディア研究』　

情報メディア学会　第５巻１号　2008 年　pp. 21－38.

小川菊松　『出版興亡五十年』　誠文堂新光社　1953 年８月５日．　　明治 35 年

いらい出版界に身を置いてきた誠文堂社主が業界の裏表を回顧する．

川島五三郞・八木福次郎（編）　『著者別書目集覧』　八木書店　1958 年１月１

日．　80 作家による 1957 年までに発行された著作を作家名別に並べる．
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木俣　修　「『名著複刻 詩歌文学館』の発足：〈連翹セット〉の刊行によせて」　

『日本近代文学館』　第 55 号　同館　1980 年５月 15 日　p. ４．

『近代文学名作事典』　吉田精一（他編）　學燈社　1967 年３月 10 日．　ほるぷ

社での解説者と重なる執筆陣も多く，48 作品について参照できた．

工藤早弓　『明治・大正詩集の装幀』　京都：京都書院　1997 年３月１日．　図

版がカラーなので，白黒図版の『日本近代文学図録』（1964）を補う．

倉　和男　「最も困難の多かったセット…〈紫陽花セット〉について」　『日本

近代文学館』　第 75 号　同館　1983 年９月 15 日　pp. ６－７．

齋藤　孝　『漱石を電子辞書で読む』　時事通信出版局　2017 年４月 20 日．　

筆者（藤井）なら電子辞書を脚注集として使いこなす方向のみで用いたい．

塩田良平　「｢明治前期セット｣ 完成を顧みて」　『名著複刻全集 近代文学館 出

版ニュース』　第 11 号　図書月販　1968 年 12 月 25 日　p. ２.

津田青楓　『漱石と十弟子』　芸艸堂　1974 年７月 25 日．　寛いだ空間を描く．

『装丁：日本の名随筆別巻 87』　松山猛（編）　作品社　1998 年５月 25 日．前半

部から多くを引用したが，筆者（藤井）は初出文献までは遡らなかった．

出久根達郎　「感動の涙」　『東京新聞』　1999 年５月 13 日夕刊　第９面．

出久根達郎　『作家の値段』　講談社　2007 年５月 21 日．　　川端，太宰，宮

澤，永井，樋口，夏目，泉，石川，坂口，立原，森，吉屋，梶井ほかの初

版本について，21 世紀初頭頃における古書相場を教えてくれる． 

中森蒔人　『ほるぷの意義』　ほるぷ総連合　1972 年２月１日．　　幹部社員

向けに HOLP 運動の理念を説いた３回の講演を速記から起こした小冊子．

中森蒔人　『日本人は地球人になれるか：歴史に学ぶ 38 章』　日本評論社　

1987 年６月 25 日．　　但し，巻末の「略歴」しか参照していない．

『日本近代文学館』　同館（発行）．　　　～執筆者名の無い関連記事のみ～

　　●「名著複刻全集 精選版で完結」 第８号 1972 年７月 15 日 p. １．●「近

代文学の精髄を収録：｢精選 名著複刻全集｣」 同号 p. ４．●「刊行長期計画」 
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第 12 号 1973 年３月 15 日 p. １．●「名著複刻十五セット，六百万部に：

発刊十年，不朽の名著名作・稀覯本を網羅〝良書普及〟の ほるぷ が館の

維持に絶大な寄与」 第 45 号 1978 年９月 15 日 p. １．●「文学館の複刻版

はこうして作られる」 第 48 号 1979 年３月 20 日 pp. ２－３．●「一枚の

表紙に一年半の歳月を…：『草合』」 同号 p. ３．●「｢名著複刻 詩歌文学館」

の刊行迫る」 第 53 号 1979 年９月 20 日 p. １．●「〈山茶花セット〉の話

題から」 第 59 号 1981 年１月 15 日 p. ３．●「〈石楠花セット〉の話題から」 

第 65 号 1982 年１月 15 日 p. ３．●「｢名著複刻詩歌文学館｣ が完成」 第

75 号 1983 年９月 15 日 p. １．

日本近代文学館（編）　『日本近代文学大事典』　全６巻　講談社　1977 年 11 月

18 日～ 1978 年３月 15 日．　何事につけ頼りにできる参照文献．1984 年

10 月 24 日になって，第１～３巻であった人名の部が増補されてコンパク

トな一巻本（机上版）になり座名に欠かせなくなった．

日本近代文学館（編）　『日本近代文学名著事典』　ほるぷ出版　1982 年５月 15

日．　　明前 ，明後 ，大正 ，昭和 ，新選 収録の 164 作品の解説文集．

日本近代文学館館報編集部（編）　『資料でたどる文学館開館までの歳月』　同館　

2017 年４月１日．　 1962 ～ 67 年の活動を館報に拾い読みする小冊子．

『日本近代文学図録』日本近代文学館（編）　毎日新聞社　1964 年 11 月１日．

白黒ながら図版が多く，短評にも示唆的なところが多く，多くを引用した．

『日本古書通信』　無名氏　「文学書複製の苦心」　第 35 巻６号　日本古書通信

社　1970 年６月 15 日　pp. ６－７．

『橋口五葉展』　東京新聞　1995 年２月１日～ 10 月 22 日．　 原色刷りで情報

も多い図録で，「装丁本・ブックデザイン」の章（pp. 179－208）あり．

林　一夫　『世にも不思議な株式怪社ほるぷ』　文芸社　2001 年３月 15 日．　

営業の中枢に勤めた人物による内部告発の書．

福田清人　「名著複刻詩歌文学館：〈石楠花セット〉の刊行によせて」　『日本近
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代文学館』　第 65 号　同館　1982 年１月 15 日　p. ３．

藤森善貢　「製作技術からみた初版本と複刻本」　『名著複刻全集 近代文学館 

出版ニュース』　第７号　図書月販　1968 年 10 月 15 日　p. １.

藤森善貢　「複刻と造本」　『日本近代文学館』　第 50 号　同館　1979 年７月 15

日　pp. ３－4.

『ほるぷ出版の一〇年』　ほるぷ出版　1979 年３月 20 日．　　Ｂ７判 60 頁非売．

『名著複刻全集 近代文学館 出版ニュース』 　図書月販．　～執筆者名未詳～

　　●「各紙いっせいに報道」 第１号 1968 年７月 15 日 p. １．●菅某 「第２

回配本《明治前期セット》の初版本について」 第７号 1968 年 10 月 15 日 

p. ３．●編集部 「明治前期セット：和装本に重点をおく」 第 11 号 1968 年

12 月 25 日 p. ３．●「第２回配本《明治前期セット》をお手許へ !!」 同号 

pp. ６－７．●編集部 「重厚・多彩な昭和期：明治・大正期に劣らぬ初版

本の魅力」 第 16 号 1969 年５月１日 p. １．●編集部 「初版本の異本のこと」 

第 17 号 1969 年６月１日 p. １．●編集部 「装幀・用紙・その他：書きも

らしたことを中心に」 第 21 号 1969 年 12 月 20 日 p. ４．

八木福次郎　「複刻全集の収録作品の初版本時価は？」　『名著複刻全集 近代文

学館 出版ニュース』　第 20 号　図書月販　1969 年９月１日　p. ４.

八木福次郎　『古本屋の手帖』　東京堂出版　1986 年３月 10 日 .　　日本古書

新聞社の社長で，『名著複刻全集 近代文学館』の実現に貢献した．

八木福次郎　『古本便利帖』　東京堂出版　1991 年７月 30 日．　　「近代作家

20 人：全著作を集めるといくら？」（pp. 161－214）は古書相場を伝えて

いて興味深い．更に，挿み込みの「古本便利帖索引：参考古書価付」（2002

年２月付）で若干の情報更新も図られている．

八木福次郎　『古本蘊蓄』　平凡社　2007 年 10 月１日 .　新聞のコラムを転載．

吉田精一　「複刻全集をどう読むか」　『名著複刻全集 近代文学館 出版ニュー

ス』　第 20 号　図書月販　1969 年９月１日　pp. ２－3.
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吉田精一　「いずれも劃期的な名著：〈山茶花セット〉の刊行によせて」　『日本

近代文学館』　第 59 号　同館　1981 年１月 15 日　p. ３．

渡辺展
のぶゆき

亨　「近代文学作品の復刻作業から」　『図書館雑誌』　第 93 巻７号（通

巻 908 号）　日本図書館協会　1999 年７月 20 日　pp. 549－51. 

  （2017 年 12 月 20 日脱稿）

引き続いて「複刻作品リスト」が
本誌次号に掲載される予定
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